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土佐中･高等学校同窓会 関東支部会報
編集人 / 永森 裕子（44回）

支
え
る
こ
と
、
支
え
ら
れ
る
こ
と

今
年
の
夏
、
「
は
ち
き
ん
会
」
に
お
招
き
い
た
だ
い
て
、

久
々
に
同
窓
の
皆
様
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
懐
か

し
く
、
ま
た
、
う
れ
し
か
っ
た
。

３
年
前
の
夏
、
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
こ
と
で
逮
捕
・
起

訴
さ
れ
裁
判
を
闘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
事
実
と
は
全
く
違
う

こ
と
が
報
道
さ
れ
、
裁
判
の
行
方
も
分
か
ら
な
い
中
、
同
郷

の
方
々
か
ら
の
応
援
は
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。
多
く
の

人
が
自
分
を
信
じ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
一
番
の
励
み
に
な
っ

た
。
皆
様
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
度
と
味
わ
い
た
く
な
い
経
験
で
は
あ
っ
た
が
、
得
た
も

の
も
大
き
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
人
間
だ
れ
で
も
、
あ
る
日

突
然
、
周
り
に
支
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
る
こ
と
が
あ
る
、
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
身
を
も
っ

て
知
っ
た
こ
と
は
と
て
も
良
い
経
験
だ
っ
た
。

仕
事
の
方
で
は
、
こ
の
９
月
か
ら
厚
生
労
働
省
に
戻
り
社

会
・
援
護
局
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
抱
え
て
い
る
が
生
活
保
護
が
最
も
注
目
さ
れ
る
分
野
だ

ろ
う
。
こ
の
分
野
を
担
当
し
て
み
て
と
て
も
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
が
「
さ
ぼ
っ
て

い
る
人
た
ち
」
「
怠
け
て
い
る
人
た
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
だ
。
そ
う
い
う
人
が
皆
無
だ

と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
は
、
不
幸
に
も
い
く
つ
か

の
困
難
が
重
な
っ
て
生
活
保
護
を
受
け
る
に
至
る
の
だ
。
経

済
情
勢
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
他
者
の
災
難
に
対
す

る
感
度
が
弱
ま
り
、
世
の
中
が
不
寛
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
る
。
日
本
に
は
「
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
よ

い
言
葉
が
あ
る
。
厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
支
え
、
支
え

ら
れ
る
関
係
を
大
切
に
し
た
い
。
〔
49
回

村
木

厚
子
〕

はちきん会より

関東支部ホームページ：http://www.tosako-kanto.org/

発行人 / 関東支部幹事長 市川 直介（53回）



関
東
支
部
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
本
部
会
計
担
当
を
拝
命
い
た
し

て
お
り
ま
す

58
回
生
の
千
頭
裕
と

申
し
ま
す
。
新
校
舎
建
築
募
金
委
員

会
の
事
務
局
も
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
募
金
の
際
に
は
、
大

変
皆
さ
ま
方
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「

龍
馬
伝
」
で
、
お
り
ょ
う
役
と

し
て
出
演
さ
れ
て
い
た
真
木
よ
う
子

さ
ん
が
出
て
い
る
ド
ラ
マ
「
遅
咲
き

の
ひ
ま
わ
り
」
で
は
、
「
な
ん
ち
ゃ
っ

て
土
佐
弁
」
で
も
関
東
地
区
に
在
住

の
皆
様
に
は
懐
か
し
く
耳
に
さ
れ
て

い
る
の
で
は
…
と
思
い
ま
す
。

第

１
回
目
の
放
送
後
、
高
知
県

Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

２
万
件
を

超
え
る
な
ど
影
響
力
の
凄
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
西
部
だ
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①学生・若手社会人交流会 『学生・若手社会人交流会
in 2012』が12月15日（土）14:00～18:00、東京大学駒場キャ

ンパス生協食堂2階ダイニング銀杏で開催されます。

（参加費：学生 1,000円、社会人 3,000円）

関東支部HP（http://www.tosako-kanto.org/）から、もしくはメー

ル（tosawakate@yahoo.co.jp）にてお申し込みください。

②筆山会新年会 『筆山会の新年会』が1月12日（土）12:00
～、代々木倶楽部（渋谷区代々木3丁目59番9号 元・新日鐵山

谷寮）で開催されます。

③学年幹事会
『2013年学年幹事会』が2月16日（土）14:30～、東海大学校

友会館（霞が関ビル35階）で開催されます。

④関東支部総会2013
『関東支部総会2013』が6月1日（土）15:00～、東海大学校友

会館（霞が関ビル35階）で開催されます。

②・③・④について、詳しくは関東支部ＨＰでご確認ください。
http://www.tosako-kanto.org/

関東支部事務局からのお知らせ
二宮 潔（49回）

母 校 だ よ り 学校長 山本 芳夫（40回生）

関
東
支
部
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平

素
は
母
校
に
対
し
格
別
の
ご
厚

情
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
目
標
達
成
に
向
け
て
の
挑
戦

九
月
の
薄
曇
り
の
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
た
秋

分
の
日
、
高
三
生
が
創
意
を
凝

ら
し
制
作
し
た
櫓
が
立
ち
並
び
、

今
や
風
物
詩
と
な
っ
た
恒
例
の

「
第
六
十
四
回
運
動
会
」
が
多

く
の
来
場
者
を
迎
え
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
日
を
境
に
高
三
生
は
、
捲
土

重
来
を
期
す
過
卒
生
と
と
も
に
、

い
よ
い
よ
大
学
受
験
に
向
け
最

終
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
は
来
年
一
月
十

九
日
、
二
十
日
の
予
定
で
行
わ

れ
ま
す
。
全
員
の
満
願
成
就
を

心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。一

方
、
各
運
動
部
、
文
化
部

と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

け
て
の
挑
戦
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ご
期
待
の
大

き
い
高
校
野
球
は
、
秋
の
県
大

会
で
三
位
と
な
り
二
年
ぶ
り
十

五
回
目
の
四
国
大
会
出
場
と
な

り
ま
し
た
が
、
健
闘
空
し
く
初

戦
敗
退
と
な
り
甲
子
園
へ
の
夢

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
主
な
学
校
行
事
に
つ
い
て

十
月
は
地
震
津
波
に
た
い
す

る
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
近
隣
住
民
の
方
、
潮
江

小
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

総
勢
約
二
千
名
が
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本
校
生
徒
は
、

訓
練
終
了
後
に
は
高
知
大
学
の

岡
村
眞
特
任
教
授
の
講
演
「
南

海
地
震
に
備
え
る
―
潮
江
地
区

の
減
災
を
考
え
る
」
を
聴
講
し
、

日
常
の
防
災
意
識
の
重
要
性
を

再
確
認
致
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
十
一
月
は
高
一
生

の
修
学
旅
行
（
東
京
・
京
都
）
、

年
明
け
て
、
一
月
は
高
校
卒
業

式
、
二
月
は
向
陽
祭
（
隔
年
開

催
）
や
中
二
生
の
ス
キ
ー
研
修

（
新
潟
越
後
湯
沢
）
、
三
月
は

中
学
卒
業
式
と
大
き
な
学
校
行

事
が
続
き
ま
す
。

○
修
学
旅
行
で
お
世
話
に
な
り

ま
す
（
な
り
ま
し
た
）

高
一
生
の
修
学
旅
行
（
前
述
）

が
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
三

日
の
予
定
（
東
京
の
日
程
は
前

半
三
泊
）
の
予
定
で
行
わ
れ
ま

す
。
関
東
一
円
で
の
コ
ー
ス
別

研
修
に
備
え
て
、
各
班
と
も
事

前
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
み
、

期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
先
の
同
窓
生
の
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
尚
、

こ
の
「
筆
山
」
を
ご
覧
に
な
る

時
に
は
既
に
訪
問
が
終
わ
っ
て

い
る
か
と
も
思
い
ま
す
。
ど
う

も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
新
た
な
寄
付
制
度
の
検
討
に

つ
い
て

新
校
舎
建
築
募
金
運
動
が
一

段
落
し
そ
の
余
韻
も
冷
め
や
ら

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
次

の
取
り
組
み
と
し
て
、
新
し
い

寄
付
制
度
の
創
設
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
主
旨
は
、
土

佐
校
が
誇
る
べ
き
校
風
で
あ
る

「
文
武
両
道
」
の
更
な
る
発
展

を
担
保
す
る
、
具
体
的
に
は
、

教
育
施
設
・
設
備
や
教
育
研
究

制
度
な
ど
、
或
い
は
部
活
動
や

そ
の
関
連
す
る
遠
征
費
用
な
ど

へ
の
支
援
な
ど
の
充
実
強
化
の

た
め
の
財
政
基
盤
を
図
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
期
間
を
定
め
な

い
会
員
制
度
を
想
定
し
て
お
り
、

同
窓
生
の
み
な
ら
ず
、
対
象
を

広
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
更
に
検
討
を
進
め
、
内
容

が
固
ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
ご

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
そ
の
節
は
ど
う
か
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

向
寒
の
み
ぎ
り
、
皆
々
様
の

ご
自
愛
の
ほ
ど
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
近
況
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本

部

だ

よ
り

千
頭

裕
（
58
回
）



( 3 )

北海道支部の近況ですが、今年の支部総会は、11月3日に予定してい
ます。もう少し早い時期にとは思っていますが、事情により、例年こ
の時期になっています（北海道の秋を知るには良い時期ですが）。来
年は役員の改選の年に当たりますので、今年の総会で次期役員につい
て諮る予定です。

その他の活動としては各支部会誌への支部便りの寄稿と総会出席と
なります。

北海道支部だより 山本隆昭（53回）

香川支部の近況をご報告させていただきます。
今年の香川支部の「七夕総会」は、7月7日に
「高松シンボルタワー」で開催。山本学校長は
じめ44名の同窓生が年に一度の再会を楽しみま
した。関東支部からも幸徳会計監査が遠路ご参
加下さり、誠にありがとうございます。

さて、うどん県へ改名宣言した香川県ですが、
今瀬戸内の島々で「アート」が静かなブームと
なっています。来年3月には、瀬戸内海の島々を
舞台に、現代アートの祭典である瀬戸内国際芸
術祭が開催されます。こころ動くアート県、讃
岐香川へぜひ一度お越しください。

香川支部だより 野村喜久（54回）

「関西支部総会に初めて参加しました」
全国にある同窓会支部、多方面で活躍されている先輩方、

文武両道の理念、これら全部がそろっているのは全国探し
ても間違いなく土佐高校だけです。

この恵まれたコミュニティーを生かさない手はない！！
これが私の同窓会に参加した感想です。

特に若い世代の卒業生には母校を盛り上げ、自分の視野
を広げる意味でも集まりに積極的に参加して欲しいです。
きっと今以上に母校が好きになると思います。そして改め
て土佐高校ってすごいなと感じるはずです。

関西支部だより 春名悟志（82回）

関東支部の皆様、こんにちは。この筆山が
発行される頃、東海支部では冬期懇親会を開
催する時節となります。当支部の主な年間行
事として、総会（5月頃）と冬期懇親会（12月
頃）を開催していますが、参加者は20～30名
程度の少人数ながら和気藹藹で歓談していま
す。
ところで、毎年8月下旬に名古屋市中心部等

で開催されている“愛知県版よさこい祭り”
「にっぽんど真ん中祭り」（略称「どまつり」）
は、北海道の「YOSAKOIソーラン祭り」に参加
した学生が中心となって1999年に始まりまし
たが、第14回の本年は参加213チーム約23,000
人、観客約200万人の規模にまで成長し、名古
屋の夏祭りとして定着してきています。関東
支部の皆様、機会がありましたら東海地方に
も是非お越しください。

東海支部だより 山崎博司（44回）

今年も宮島の紅葉の美しい季節がやってきました。
広島支部は来る11月17日の総会に向け、1名でも参加者を

増やすため、再度のお誘いをかけている最中です。
今年の講演は沖田支部長同期、41回生佐竹真一氏にお願

いしました。そのご縁で、他支部からも41回生が参加して
くださいます。昨年は講師の傍士銑太氏を中心に49回生が
各地から集結し、懇親会を圧倒しましたが、今年はどうや
ら41回生のようです。

広島支部だより 門田佳代（49回）

け
で
な
く
、
東
部
の
室
戸
岬
の
ジ

オ
パ
ー
ク
に
も
ご
家
族
や
友
人
の

方
を
お
誘
い
い
た
だ
い
て
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
地
場
の

も
の
を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
り
と
、

地
産
外
商
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
本
部
も
学
校
や

振
興
会
と
協
力
し
て
、
新
た
な
事

業
へ
の
取
り
組
み
も
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
東
支
部
の
「
学
生
・
若
手
社

会
人
の
会
」
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
高
知
独
自
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
「
土
佐

高
等
学
校
先
輩
・
後
輩
交
流
会
」

も
軌
道
に
乗
っ
て
き
始
め
ま
し
た
。

ま
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
最
新
情
報

を
名
簿
管
理
の
デ
ー
タ
に
取
り
組

ん
で
い
く
工
夫
や
努
力
も
し
て
お

り
ま
す
。

◇

◇

◇

２
０
１
３
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
、
８
月
17
日
（
土
）
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
早
々
に

は
、
「

３
の
会
」
（
末
尾
が

３
の

回
生
）
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、

企
画
し
て
い
き
ま
す
。
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
門
田
隆
将
さ
ん

（
53
回
生
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

筆
山
ホ
ー
ル
講
演
会
を
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、

７
月
上
旬
に

は
、
ご
案
内
を
発
送
す
る
予
定
で

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



２
０
１
２
年

９
月
８
日
（
土
）

7
時

30
分
新
宿
集
合
、
時
間
厳
守

の
こ
と
、
な
の
に
５
分
遅
刻
、
申
し

訳
な
く
最
後
に
バ
ス
に
乗
る
と
後
部

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
早
く
も
ビ
ー
ル
で
酒

盛
り
開
始
。

我
々
は

４
年
ぶ
り
、

３
回
目
の

参
加
。
前
回
参
加
の
谷
川
岳
の
時
赤

ち
ゃ
ん
だ
っ
た

70
回
生
岡
野
さ
ん

の
坊
や
も
も
う

４
歳
。
さ
す
が
マ

マ
は
元
山
岳
部
だ
け
あ
っ
て

６
歳

の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
共
に
２
日
間
と
も

山
登
り
組
。

今
回
は
二
人
の
坊
や
を
入
れ
て

30
名
参
加
。
広
島
か
ら
参
加
の
伊

藤
真
紀
子
さ
ん
は
前
泊
、
後
泊
で
外

国
旅
行
よ
り
も
高
く
つ
く
と
か
。
参

加
に
感
謝
！

中
央
高
速
を
し
ば
ら
く
走
る
と
道

の
両
側
に
葛
の
花
が
一
面
に
咲
き
、

早
速
俳
句
を
ひ
ね
る
声
が
あ
ち
こ
ち
。

俳
句
の
先
生
中
山
世
一
氏
よ
り
季
語

に
つ
い
て
の
ご
指
導
有
り
。

新
宿
で
バ
ス
に
乗
る
と
き
雨
が
ポ

ツ
リ
、
ま
も
な
く
大
降
り
に
な
っ
た

が
目
的
地
が
近
づ
く
に
つ
れ
徐
々
に

あ
が
り
、
諏
訪
南
で
高
速
を
お
り
る

頃
に
は
す
っ
か
り
道
も
乾
い
て
上
等

の
天
気
。
両
側
に
黄
金
の
稲
穂
と
白

い
蕎
麦
の
花
畑
が
続
く
な
か
入
笠
山

山
麓
駅
に
到
着
。

弁
当
を
持
っ
て
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
る
。

ゴ
ン
ド
ラ
の
下
の
急
な
狭
い
道
を
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が
可
成
り
な
ス
ピ
ー

ド
で
何
台
も
下
っ
て
い
く
の
を
見
る
。

あ
ん
な
危
険
な
こ
と
が
出
来
る
の
も

若
者
ゆ
え
と
感
心
。
後
で
乗
っ
て
い

た
人
た
ち
を
見
る
と
結
構
中
年
の
人

も
居
る
の
で
驚
く
。

山
頂
駅
か
ら
湿
原
の
中
を
花
畑
の

花
を
愛
で
な
が
ら
し
ば
ら
く
散
策
。

弁
当
を
食
べ
て
い
る
と
湿
原
の
中
か

ら
一
匹
の
子
ダ
ヌ
キ
現
れ
な
ご
む
。

そ
の
後
、
入
笠
山
登
山
組
と
、
の
ん

び
り
散
策
組
に
分
か
れ
た
。

散
策
組
は
湿
原
の
上
の
山
小
屋
、

紅
葉
軒
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
高
原

の
何
と
も
言
え
ず
清
々
し
い
空
気
の

中
で
味
わ
う
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
美
味

し
か
っ
た
。
す
ぐ
側
に
黄
釣
舟
草
を

見
つ
け
て
感
激
。

湿
原
は
広
く
日

頃
茶
席
の
山
野
草

と
し
て
切
り
花
で

親
し
ん
で
い
た
草

花
が
群
生
し
自
然

の
中
か
ら
次
々
と

現
れ
る
。

今
を
盛
り
と
咲

い
て
い
る
秋
の
麒

麟
草
、
松
虫
草
、

吾
亦
紅
、
梅
鉢
草
、

野
あ
ざ
み
、
薄
雪

草
、
曙
草
、
花
イ

カ
リ
、
小
鬼
百
合
、

ア
サ
マ
フ
ウ
ロ
、

山
鳥
兜
、
エ
ゾ
竜

胆
、
野
紺
菊
、
晒

菜
升
麻
、
オ
ケ
ラ
、

桔
梗
、
節
黒
仙
翁
、

女
郎
花
、
男
郎
花

等
に
眼
を
奪
わ
れ
心
も
奪
わ
れ
て
瞬

く
間
に
時
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

山
登
り
組
と
共
に
ま
た
ゴ
ン
ド
ラ

で
下
山
。
三
八
の
高
田
谷
氏
（
通
称

タ
コ
）
は
ハ
イ
ク
の
会

16
年
目
で

初
め
て
登
山
組
に
参
加
と
か
。
山
頂

で
の
写
真
も
初
め
て
。

１
９
５
５

㍍
入
笠
山
初
登
頂
！

バ
ス
で
白
樺
湖
畔
の
宿
へ
。

国
民
宿
舎
白
樺
荘
水
源
荘
は
古
く

て
地
震
が
あ
る
と
ち
ょ
っ
と
怖
い
か

な
と
思
っ
た
が
、
少
人
数
の
ス
タ
ッ

フ
で
心
の
こ
も
っ
た
料
理
で
も
て
な

し
て
く
れ
て
大
満
足
。

お
風
呂
の
後
は
宴
会
場
へ
。
今
回

幹
事
長
の
前
田
氏
の
挨
拶
。
三
宅
氏

の
東
京
で
の
友
人
、
今
は
長
野
・
佐

久
に
お
住
ま
い
の
ご
夫
妻
が
参
加
し

て
下
さ
っ
た
。
い
つ
も
最
年
長
で
参

加
下
さ
る
森
氏
が
今
回
不
参
加
の
た

め
、
三
七
馬
田
氏
が
乾
杯
の
音
頭
。

そ
の
後
何
時
も
の
よ
う
に
、
中
島
氏

の
軽
妙
で
賑
や
か
な
司
会
の
も
と
盛

り
上
が
り
、
最
後
は
カ
ラ
オ
ケ
と
な

る
。
全
館
貸
し
切
り
の
た
め
、
気
兼

ね
な
く

10
時
過
ぎ
ま
で
続
く
。
三

七
は

４
カ
ッ
プ
ル
、
三
八
は
全
員

シ
ン
グ
ル
参
加
。
奥
方
達
は
少
し
早

め
に
切
り
上
げ
る
。
宴
会
は
女
房
消

え
る
と
皆
元
気
。
夫
婦
連
れ
仲
が
良

い
の
か
怖
い
の
か
。
（
翌
日
の
川
柳

よ
り
）

最
後
は
高
校
三
年
生
の
大
合
唱
で

お
開
き
に
な
る
。

い
つ
も
元
気
印
で
可
愛
い
人
、
橋

田
夫
人
が
超
多
忙
で
疲
れ
、
肩
こ
り

が
ひ
ど
く
て
気
分
が
悪
い
と
聞
き
宿

の
女
将
さ
ん
が
寝
る
前
に
部
屋
で

15
分
ほ
ど
丁
寧
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
て
く
れ
た
と
か
。
お
か
げ
で
二
日

目
は
元
気
を
取
り
戻
し
、
蓼
科
山
登

山
組
に
復
活
。
女
将
さ
ん
あ
り
が
と

う
！朝

６
時
食
事
、

７
時
出
発
。
蓼

科
山
７
合
目
ま
で
バ
ス
で
。
登
山
組

は

15
人
＋
男
の
子

２
人
で

7
時

40

分
頃
出
発
。

残
り

13
人
は
ま
た
バ
ス
で
車
山

へ
。
リ
フ
ト

２
本
乗
り
継
い
で
車

山
山
頂
へ
向
か
う
。

３
６
０
度
の

展
望
が
開
け
た
山
頂
、
八
ヶ
岳
や
蓼

科
山
は
雲
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
丁

度
蓼
科
山
頂
の
雲
が
流
れ
全
貌
現
れ

る
。
登
山
組
は
今

９
合
目
位
か
な
？

と
皆
で
思
い
を
馳
せ
る
。

バ
ス
の
待
つ
車
山
肩
ま
で
の
下
り

道
は
石
こ
ろ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
で
も
両
側

は
野
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
つ
い
見
と

れ
て
歩
く
と
足
下
を
す
く
わ
れ
て
捻

り
そ
う
。
後
ろ
を
ゆ
っ
く
り
と
永
森

さ
ん
と
し
ん
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
岡

田
氏
が
降
り
て
い
た
の
で
、
花
を
愛

で
、
写
真
を
撮
り
、
蝶
と
戯
れ
涼
し

い
初
秋
の
高
原
を
堪
能
す
る
。
案
内

( 4 )

蓼
科
高
原
涼
風
の
旅

第
16
回
土
佐
ハ
イ
ク
の
会

吉
本
恵
子
（
37
回
生
）

↑入笠山入り口で全員。登山組と散歩組に分かれます。

↑梅鉢草の花



書
に
は

30
分
と
あ
っ
た
道
を
一
時

間
か
け
て
降
り
る
。
車
山
肩
か
ら
バ

ス
に
乗
り
、
途
中
テ
レ
ビ
番
組
「
サ

マ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
」
の
ロ
ケ
地
を
望

み
な
が
ら
霧
ヶ
峰
高
原
へ
。

霧
ヶ
峰
は
日
本
初
の
グ
ラ
イ
ダ
ー

専
用
離
着
陸
場
と
か
。
遊
歩
道
の
脇

に
は
野
の
花
・
秋
の
麒
麟
草
、
山
ら
っ

き
ょ
う
、
松
虫
草
等
が
乱
れ
咲
き
、

そ
の
先
に
は
芒
の
原
が
広
が
り
、
そ

の
ま
た
先
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
何
機
も

並
ん
で
い
る
。
ウ
ィ
ン
チ
で
引
っ
張

ら
れ
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
上
空
高
く
上

が
る
と
ロ
ー
プ
が
落
下
傘
で
落
ち
て

き
て
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
優
美
に
飛
ん

で
ゆ
く
。
し
ば
し
見
と
れ
た
後
、
少

し
登
っ
て
「
霧
の
鐘
」
の
側
で
め
い

め
い
弁
当
を
広
げ
た
り
、
鐘
を
鳴
ら

し
て
楽
し
ん
だ
り
し
た
。

登
山
組
と
の
待
ち
合
わ
せ
時
間
よ

り
大
分
早
く
七
合
目
に
迎
え
に
行
っ

た
が
、
登
山
組
ト
ッ
プ
の
ピ
ン
ク
の

ウ
エ
ア
ー
の
中
村
さ
ん
が
降
り
て
き

て
、
丁
度
間
に
合
う
。
中
村
さ
ん
、

「
楽
だ
っ
た
よ
、
全
然
き
つ
い
こ
と

無
か
っ
た
」
と
の
お
話
し
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
続
々
と
降
り
て
き
た
皆

口
々
に
「
し
ん
ど
、
頂
上
の
所
の
岩

場
が
す
ご
く
て
し
が
み
つ
い
て
上
が
っ

た
、
下
り
る
と
き
は
滑
り
降
り
る
様

だ
っ
た
」
と
全
然
違
う
感
想
。

こ
れ
は
日
頃
の
鍛
え
方
が
違
う
の

か
、
覚
悟
の
差
か
。
と
に
か
く
私
が

上
れ
る
よ
う
な
山
で
は
な
か
っ
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
前
日
の
入
笠

山
で
は
元
気
に
登
頂
し
た
英
く
ん
顕

く
ん
も
登
り
は
元
気
に
登
っ
た
が
帰

り
は
疲
れ
て
何
人
か
で
リ
レ
ー
を
し

た
模
様
。
登
頂
ト
ッ
プ
は
濱
田
氏
。

さ
す
が
。

橋
田
夫
人
の
登
山
靴
は
つ
ま
先
が

パ
ッ
ク
リ
と
口
を
開
け
荷
造
り
用
の

ヒ
モ
で
結
わ
え
て
何
と
か
下
山
。
前

夜
学
生
時
代
を
熱
唱
し
た

三
八
３

人
娘
た
ち
も
無
事
元
気
に
下
山
。

バ
ス
で
諏
訪
湖
畔
の
片
倉
館
（
温

泉
）
へ
。
由
緒
あ
る
建
物
で
重
文
財

と
か
。
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
入
り
２

階
の
休
憩
所
で
一
休
み
し
て
ビ
ー
ル

等
飲
ん
だ
後
バ
ス
に
戻
り
、
一
路
東

京
へ
。

小
淵
沢
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
「
富

士
山
だ
」
と
子
供
た
ち
の
は
し
ゃ
い

だ
声
で
外
を
見
る
と
、
く
っ
き
り
と

富
士
の
雄
姿
。
車
窓
か
ら
八
ヶ
岳
、

南
ア
ル
プ
ス
等
も
眺
め
な
が
ら
つ
い

に
懸
案
の
俳
句
作
り
と
な
る
。

季
語
の
要
ら
な
い
川
柳
二
句
、
俳

句
二
句
。
そ
し
て
俳
句
の
師
中
山
氏

か
ら
も
う
一
つ
「
芒
」
の
句
を
と
お

題
を
出
さ
れ
、
皆
四
苦
八
苦
。

そ
し
て
つ
い
に
選
が
終
わ
り
発
表
。

俳
句
は
ど
の
句
も
皆
美
し
く
、
川
柳

は
実
感
の
こ
も
っ
た
一
ひ
ね
り
し
た

笑
い
を
誘
わ
れ
る
句
が
多
か
っ
た
。

最
後
に
、
今
回
幹
事
の
前
田
憲
一

氏
、
い
つ
も
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ

る
中
島
宏
氏
、
毎
回
幹
事
補
佐
で
キ

メ
細
か
く
準
備
し
て
下
さ
る
橋
田
夫

妻
、
俳
句
の
賞
品
に
す
て
き
な
作
品

を
多
数
作
っ
て
下
さ
る
井
上
健
郎
氏
、

俳
句
の
指
導
、
選
に
あ
た
り
、
番
外

特
別
賞
等
準
備
下
さ
る
中
山
世
一
氏
、

色
々
な
知
恵
と
金
一
封
を
下
さ
っ
た

永
野
先
輩
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。濱

田
継
夫
（
37
回
生
）

蓼
科
山
（
た
て
し
な
や
ま
）
は
八
ヶ

岳
連
峰
の
北
端
に
位
置
す
る
標
高

２
５
３
０
㍍
の
火
山
で
、
円
錐
形

の
美
し
い
山
容
か
ら
諏
訪
富
士
と
も

呼
ば
れ
る
。
今
回
の
山
行
は
こ
の
蓼

科
山
。
子
供
二
人
を
含
む

17
人
＝

（
男
）
濱
田
、
馬
田
、
羽
方
、
西
内
、

中
島
、
沢
村
、
橋
田
、
（
女
）
中
村
、

橋
田
、
伊
藤
、
相
良
、
神
宮
、
岩
橋
、

金
沢
、
岡
野
親
子
＝
が
参
加
し
た
。

七
合
目
登
山
口
→
馬
返
し
→
天
狗

の
露
地
→
将
軍
平
（
蓼
科
山
荘
）
→

蓼
科
山
頂
上
ま
で
健
脚
で
あ
れ
ば
二

時
間
と
い
わ
れ
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

し
か
し
、
蓼
科
山
の
登
山
道
は
麓

か
ら
眺
め
る
や
さ
し
い
姿
か
ら
は
想

像
出
来
な
い
程
の
急
登
だ
、
と
言
わ

れ
、
出
発
を
前
に
す
で
に
何
人
か
が

弱
気
に
な
る
。
常
連
の
岡
田
、
井
上
、

三
宅
も
散
策
組
に
回
る
。
副
幹
事
ま

で
も
が
、
途
中
で
ち
ゃ
が
ま
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ン
き
に
、
そ
の
場
合

は
山
小
屋
で
待
ち
よ
り
ま
す
、
な
ん

て
こ
と
を
言
い
煙
幕
を
張
る
。
前
日

の
深
酒
が
や
る
気
を
萎
え
さ
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

七
合
目
の
鳥
居
を
抜
け
、
苔
む
し

た
針
葉
樹
林
帯
の
原
生
林
の
中
を
緩

や
か
に
登
っ
て
行
く
。
間
も
な
く
ゴ

ロ
ゴ
ロ
の
岩
を
道
に
敷
い
た
登
り
に

入
る
。
切
っ
た
材
木
が
そ
の
ま
ま
土

止
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
雨
が
降
っ

た
ら
流
れ
お
ち
る
水
と
と
も
に
岩
も

流
れ
る
の
で
、
苦
肉
の
策
で
生
木
を

地
面
に
埋
め
込
み
、
打
ち
つ
け
て
あ

る
の
で
あ
る
。
傾
斜
が
急
に
な
る
に

つ
れ
て
、
休
み
が
多
く
入
る
。
最
初

は

30
分
後
、
二
回
目
は

15
分
後
、

そ
れ
か
ら
は
も
っ
と
短
く
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
そ
の
勾
配
の
険
し
さ
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

馬
返
し
と
呼
ば
れ
る
地
点
か
ら
は
、

さ
ら
に
傾
斜
が
強
ま
る
。
や
が
て
天

狗
の
露
地
と
か
か
れ
た
小
さ
な
標
識

が
見
え
、

２
～
３
分
行
け
ば
展
望

台
が
あ
る
と
い
う
が
、
わ
き
道
に
そ

れ
て
風
景
を
楽
し
む
余
裕
は
な
し
。

し
か
し
後
方
に
浅
間
山
系
が
見
え
、

女
神
湖
も
見
え
て
く
る
。
我
慢
を
重

( 5 )

第
十
六
回
ハ
イ
ク
の
会

俳
句
・
川
柳
優
秀
賞

■
俳
句
の
部

〈
天
〉

蓼
科
や
す
す
き
の
先
に
昼
の
月

濱
田

継
夫
（

37
回
）

〈
地
〉

す
す
き
原
に
ご
り
の
湯
ま
で
あ
と
一
里

中
島

宏

（

38
回
）

〈
人
〉

つ
た
も
み
じ
ふ
る
里
に
い
る
母
想
う吉

本

恵
子
（

37
回
）

■
川
柳
の
部

〈
天
〉

土
佐
ハ
イ
ク
や
が
て
皆
で
徘
徊
だ

三
宅

ヨ
シ
ロ
ウ
（

38
回
）

〈
地
〉

マ
ド
ン
ナ
と
云
わ
れ
た
と
た
ん
シ
ワ
隠
す

吉
本

恵
子
（

37
回
）

〈
人
〉

風
呂
上
が
り
い
い
ち
こ
抱
い
た
よ
う
た
ん
ぼ

金
沢

由
里
（

55
回
）

〈
特
別
賞
〉
ぼ
く
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
か
ら
ま
た
来
た
い

岡
野

顕
法
（
４
歳
）

登
山
組
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト



ね
て
も
う
ひ
と
登
り
す
る
と
、
や
っ

と
将
軍
平
に
建
つ
蓼
科
山
荘
に
着
く
。

こ
こ
で
長
時
間
の
休
憩
タ
イ
ム
。

蓼
科
山
の
頂
上
は
も
う
目
前
だ
が
、

蓼
科
山
荘
か
ら
は
さ
ら
に
胸
を
付
く

急
坂
と
な
る
。

２
０
０
㍍
を
直
登
、

岩
伝
い
の
急
斜
面
、
こ
こ
で
完
全
に

皆
が
へ
ば
っ
た
。
ま
し
て
や
子
供
連

れ
。
も
は
や
道
と
は
言
え
な
い
岩
の

ご
ろ
ご
ろ
し
た
斜
面
に
取
り
付
き
、

息
を
整
え
つ
つ
一
歩
一
歩
と
登
っ
て

行
く
。
修
学
旅
行
な
の
か
、
女
子
高

生
が
嬌
声
を
あ
げ
な
が
ら
登
っ
て
く

る
。
そ
う
い
え
ば
土
佐
高
時
代
に
も

皆
で
梶
が
森
に
登
っ
た
。
時
代
は
変

わ
れ
ど
、
似
た
こ
と
を
や
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
鎖
場
な
ど
も
所
々
に
あ
る
。

子
供
の
足
で
は
次
の
一
歩
が
届
か
な

い
場
所
が
多
い
。
樹
林
が
切
れ
、
背

後
の
視
界
が
開
け
て
く
る
と
、
蓼
科

山
荘
ヒ
ュ
ッ
テ
の
建
つ
頂
上
の
北
端

に
達
す
る
。
汗
が
全
身
か
ら
滲
み
出

す
、
頭
も
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
よ
う

に
濡
れ
て
い
る
。

山
頂
部
は
か
つ
て
は
噴
火
口
跡
だ

ろ
う
か
、
直
径

１
０
０
㍍
ほ
ど
の

円
形
の
中
に
岩
石
が
累
々
と
積
み
重

な
る
溶
岩
丘
に
な
っ
て
い
る
。
大
き

な
溶
岩
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
樹

林
が
育
た
ず

３
６
０
度
の
展
望
が

あ
る
。
直
径

１
０
０
㍍
以
上
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
広
さ
で
あ
る
。
二
時

間
で
、
な
ど
と
は
と
ん
で
も
な
い
、

最
後
尾
が
頂
上
に
達
す
る
に
は
三
時

間
半
近
く
を
要
し
た
。

三
角
点
に
立
つ
と
雲
海
が
広
が
り
、

赤
岳
の
頂
上
が
か
す
か
に
見
え
る
。

目
を
転
じ
る
と
遠
く
浅
間
山
系
の
山

や
四
阿
山
、
近
く
に
美
ヶ
原
、

白
樺
湖
・
女
神
湖
、
佐
久
盆

地
が
眼
下
に
あ
る
。
見
下
ろ

す
と
雲
の
間
か
ら
前
に
登
っ

た
北
横
岳
の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

の
終
点
の
建
物
も
見
え
た
。

南
斜
面
に
は
縞
枯
れ
の
木
々

が
山
の
斜
面
に
筆
で
絵
を
描

い
た
よ
う
に
幾
重
に
も
走
っ

て
い
た
。
眺
望
絶
佳
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

マ
ラ
ソ
ン
で
有
森
裕
子
が
、

自
分
で
自
分
を
ほ
め
て
や
り

た
い
、
と
い
っ
た
が
ま
さ
に

そ
の
気
分
。
山
頂
で
の
弁
当

が
一
段
と
う
ま
か
っ
た
。
同
じ
道
を

下
る
の
で
、
気
分
は
軽
く
は
な
か
っ

た
が
、
若
々
し
く
て
（
？
）
誇
ら
し

い
青
春
時
代
の
自
分
が
い
る
の
で
あ
っ

た
。二

時
に
散
策
組
の
バ
ス
に
合
流
と

い
う
こ
と
で
、
十
二
時
に
下
山
開
始
、

子
供
た
ち
の
疲
れ
も
激
し
く
、
下
山

途
中
の
岩
場
で
は
一
苦
労
、
お
母
さ

ん
と
中
島
君
た
ち
複
数
で
子
供
た
ち

の
両
手
を
捕
ま
え
な
が
ら
慎
重
に
下

山
、
元
上
智
の
山
岳
部
の
山
ガ
ー
ル

で
お
母
さ
ん
の
岡
野
さ
ん
は
今
年
子

供
を
連
れ
て
燕
岳
に
登
っ
た
が
、
道

は
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
比
較
的
登

り
や
す
か
っ
た
、
し
か
し
蓼
科
山
の

道
が
こ
ん
な
に
大
変
だ
と
知
っ
て
い

れ
ば
子
供
は
連
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

と
述
懐
。
と
て
も
よ
か
っ
た
、
し
か

し
、
も
う
二
度
目
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
神
宮
、
相
良
、
伊
藤
さ
ん
た
ち
若

手
も
含
め
女
性
群
は
あ
と
の
バ
ス
の

中
で
コ
メ
ン
ト
し
た
。

二
時
の
予
定
時
刻
に
は
、
最
後
尾

は
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
が
、
全
員

無
事
下
山
。

白
根
山
で
昨
年
さ
ん
ざ
ん
苦
労
し

た
が
、
今
年
は
あ
れ
よ
り
き
つ
か
っ

た
ね
え
、
と
西
内
君
、
彼
に
限
ら
ず

年
を
追
う
ご
と
に
体
力
も
下
降
の
一

途
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
年
も
決
行

す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
し
、
幹

事
も
決
ま
っ
た
。
老
年
・
熟
年
登
山

と
言
わ
れ
よ
う
と
元
土
佐
高
生
の
気

力
は
充
実
し
て
い
る
。

( 6 )

土佐中学・高等学校 事務局 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosa.ed.jp/index.html

土佐中学・高等学校同窓会本部 会計幹事 千頭裕 〒780-8014 高知市塩屋崎町1-1-10
(TEL)088-833-4394 (FAX)088-833-7373 (E-mail)tosa@tosa.ed.jp (HP)http://www.tosaobog.com/

北海道支部 事務局長 山本隆昭 〒001-0018 札幌市北区北18条西6丁目 ARTE 88-305
(TEL)011-756-2817 (FAX)011-756-2817 (E-mail)yamat@den.hokudai.ac.jp

東海支部 事務局長 神宮美恵子 〒468-0075 名古屋市天白区御幸山1201 御幸山ﾊﾟｰｸﾏﾝｼｮﾝ B-301
(TEL)052-837-5834 (FAX)ナシ (E-mail)jjingu-m@crux.ocn.ne.jp (HP)http://tosakotokai.web.infoseek.co.jp/

関西支部 事務局長 原田和人 〒662-0015 西宮市甲陽園本庄町6-67-205 原田方
(TEL)090-1073-7822 (FAX)ナシ (E-mail)harada73@hotmail.com (HP)http://www.tosa-ko.org/kansai/

広島支部 事務局長 大谷準一 〒734-0007広島市南区皆実町6-3-26-902 (TEL)082-253-5759
(FAX)082-254-7523 (Email)spat56z9@vesta.ocn.ne.jp (HP)http://www.geocities.jp/hiroshimashibu/

香川支部 事務局長 武山正人（担当：大石浩）〒760-8573 高松市丸の内2番5号 四国電力(株)
(TEL)050-8801-2720 (FAX)ナシ (E-mail)ooishi11737＠yonden.co.jp

関東支部 事務局長 二宮潔 〒100-8222千代田区丸の内2－6－1丸の内パークビルディング
森・濱田松本法律事務所 弁護士市川直介気付

(TEL)03-5223-7719 (FAX)03-5223-7619 (E-mail)naosuke.ichikawa@mhmjapan.com

母
校
／
同
窓
会
本
部
／
各
支
部

碁の好きな人たち、覚えたい
人たち、この指とまぁーれ！

仕事をやめて、またゆっくり碁を打ちたい人、

この機会に碁を覚えたい人へ：

一緒になって月1回集まり碁を打ち、また習

い、そのあと食事をして懇親を深めませんか？

このほど土佐高OB・OG囲碁同好会が発足する

ことになりました。

まずは2013年1月にどこかで集まり、発足会

を持つ予定です。同好会に参加また興味のある

方は下記世話人に年内をめどにご連絡ください、

お待ちしています。初心者・女性勿論歓迎です。

◆世話人一同◆

前田 憲一（37回）電話 080-3364-8885
大町 正人（38回）電話 080-5039-3355
高田谷 洋（38回）電話 080-6580-8359

蓼科山山頂にて



■
宮
地
さ
ん
の
時
代
、
土
佐
中
学
に

進
学
さ
れ
た
き
っ
か
け
は

横
浜
市
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
四

人
兄
弟
の
次
男
に
生
ま
れ
、
帰
高
後
、

土
佐
中
学
の
お
隣
の
潮
江
小
学
校
に

通
い
ま
し
た
。
呼
び
名
は
『
貫
ち
ゃ

ん
』
。
ガ
キ
大
将
で
小
学
校
を
出
た

ら
遊
べ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
高
等

師
範
学
校
出
の
若
く
て
向
学
心
の
高

い
藤
岡
先
生
の
影
響
も
あ
り
、
土
佐

中
学
予
科
を
受
験
し
ま
し
た
。
予
科

は
学
年
十
二
人
、
担
任
は
吉
本
要
先

生
【
か
ま
す
】
。
四
年
上
の
伴
正
一

さ
ん
（
弁
護
士
・
外
交
官
）
は
、
一

番
の
秀
才
で
尊
敬
す
る
先
輩
の
一
人

で
す
。

私
学
と
い
っ
て
も
、
少
数
精
鋭
の

英
才
教
育
を
と
い
う
創
立
者
の
基
金

の
お
か
げ
で
、
県
立
と
同

等
の
学
費
で
教
育
が
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
も

21

回
生
で
元
気
な
濱
田
君
、

岩
谷
君
、
傍
士
君
ら
で
毎

年
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、

兎
年
生
ま
れ
な
の
で
『
ラ

ビ
ッ
ト
』
ま
た
は
、
『
宮

貫
（
み
や
か
ん
）
』
で
し
た
。

■
戦
中
戦
後
の
東
京
で
の
学
生
生
活

は
い
か
が
で
し
た
か

受
験
し
て
陸
軍
経
理

学
校
に
合
格
。
上
京
後
、

二
十
四
時
間
生
活
を
共

に
し
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
在
校

中
に
終
戦
を
向
か
え
ま

し
た
。
昭
和
二
○
年
八

月
十
五
日
、
一
つ
の
人

生
が
終
わ
り
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
の
中
、
旧

制
高
知
高
校
へ
、
さ
ら

に
英
語
を
勉
強
し
て
東
京
帝
国
大
学

法
学
部
に
合
格
、
再
び
上
京
し
ま
し

た
。
当
初
は
荻
窪
に
下
宿
、
出
版
取

次
店
「
栗
田
」
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
し

ま
し
た
。
本
を
乗
せ
た
自
転
車
で
神

保
町
か
ら
駿
河
台
の
坂
を
登
る
の
は

大
変
で
し
た
。
仕
送
り
の
学
費
を
歌

舞
伎
に
つ
ぎ
込
み
、
授
業
料
滞
納
で

張
り
出
さ
れ
も
し
ま
し
た
（
笑
）
。

近
藤
久
寿
治
先
輩
（

６
回
生
）

や
島
内
淳
先
輩
（

16
回
生
）
た
ち

と
は
よ
く
酒
を
飲
み
ま
し
た
。
土
佐

校
同
窓
会
の
起
り
で
す
か
ね
。
家
族

連
れ
で
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
よ
。

■
文
部
省
を
選
ば
れ
た
理
由
と
文
部

省
で
の
お
仕
事
に
つ
い
て

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
し

て
、
共
同
通
信
社
で
外
か
ら
日
本
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
夢
か

な
わ
ず
、
卒
業
後
一
年
間
東
京
帝
国

大
学
の
学
士
入
学
で
法
律
を
学
び
ま

し
た
。
銀
行
や
大
蔵
省
に
就
職
す
る

友
人
が
多
い
中
、
同
郷
の
Ｓ
先
輩
の

紹
介
で
文
部
省
人
事
課
長
と
面
談
し

て
入
省
を
決
め
ま
し
た
。
今
は
、
人

を
育
て
る
仕
事
が
出
来
た
こ
と
を
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
前
の
師
範

学
校
制
度
の
よ
う
に
現
場
の
先
生
を

教
育
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
す
べ

て
の
基
本
が
教
育
で
す
よ
。
人
間
を

育
て
る
こ
と
は
単
な
る
労
働
と
は
違

い
ま
す
か
ら
ね
。

大
学
局
長
時
に
現
在
十
万
人
超
が

利
用
す
る
放
送
大
学
を
作
り
ま
し
た
。

『
誰
で
も
何
処
で
も
教
育
の
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
』
と
い
う
意
味
で
は
社
会

的
に
意
義
の
あ
る
仕
事
が
で
き
ま
し

た
。助

成
課
長
の
時
は
、
大
蔵
省
と
の

つ
き
あ
い
の
た
め
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
、

麻
雀
は
奥
野
誠
亮
さ
ん
ら
と
は
今
で

も
二
か
月
に
一
度
し
て
い
ま
す
。
ア

フ
タ
ー
５
は
裸
の
付
き
合
い
で
お
酒

を
飲
ん
で
、
次
の
日
は
忘
れ
る
タ
イ

プ
な
の
で
何
事
も
挫
折
と
感
じ
た
こ

と
は
一
度
も
な
か
っ
た
で
す
ね
。

■
尊
敬
す
る
政
治
家
は
ど
な
た
で
す

か
宮
城
県
大
蔵
省
出
身
、
池
田
・
佐

藤
内
閣
で
文
部
大
臣
を
さ
れ
た
愛
知

揆
一
さ
ん
。
吉
田
茂
さ
ん
の
大
磯
の

別
荘
に
同
行
も
し
ま
し
た
。
愛
知
さ

ん
の
秘
書
官
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

考
え
方
が
変
わ
っ
た
ほ
ど
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

私
は
中
曽
根
康
弘
内
閣
時
の
事
務

次
官
で
し
た
。
中
曽
根
さ
ん
も
役
職

外
の
事
に
も
先
を
見
据
え
て
興
味
を

も
つ
な
ど
勉
強
熱
心
な
方
で
、
総
理

の
風
貌
の
あ
る
最
後
の
人
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

■
奥
様
の
こ
と
、
お
子
様
の
教
育
の

こ
と
お
聞
き
し
ま
す

家
内
は
高
知
の
出
身
で
し
た
か
ら

学
生
時
代
も
東
京
か
ら
帰
る
度
に
デ
ー

ト
し
ま
し
た
。
入
省
前
の
学
生
結
婚

な
ん
で
す
。
新
婚
時
は
大
宮
で
八
畳

一
間
に
生
活
し
ま
し
た
。
亡
く
し
て

三
年
に
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
教
育
は
家
内
任
せ
で

し
た
。
た
ま
に
お
小
遣
い
を
や
る
こ

と
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
本
を
買
う
と

き
は
助
成
金
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

助
成
課
長
で
す
か
ら
家
で
も
実
践
で

す
（
笑
）
。
本
を
与
え
る
の
で
は
な

く
、
書
店
に
自
分
で
行
き
、
ど
こ
に

ど
ん
な
本
が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
息
子
は
歴
史
物
、
娘
は

探
偵
物
が
好
き
で
し
た
。
購
入
し
た

本
を
通
し
て
子
供
の
成
長
や
個
性
を

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
ね
。

帰
り
が
遅
い
こ
と
が
多
く
、
家
内

が
寝
て
い
て
も
家
に
入
れ
る
よ
う
に
、

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
も
カ
ギ
を
失
く
さ
な

い
よ
う
に
ベ
ル
ト
に
紐
で
結
ん
で
あ

る
ん
で
す
。
今
も
ほ
ら
ね
（
笑
）
。

記
憶
の
中
か
ら
溢
れ
出
る
お
話
は
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。
残
念
な
が
ら

記
事
に
は
で
き
な
い
お
酒
の
上
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
…
。
（
次
号
に
続
く
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
平
公
美
子
（
59
回
生
）

宮
崎

晶
子
（
67
回
生
）

( 7 )

公美子と晶子のインタビュー

宮地 貫一さん
（21回生）

↑東大時代 （左）

伝承・土佐人気質



■
想
像
を
超
え
る
楽
し
さ

「
よ
さ
こ
い
を
踊
る
の
は
初
め
て

で
難
し
く
感
じ
ま
し
た
が
、
練
習
を

積
み
重
ね
る
に
つ
れ
自
然
と
か
ら
だ

が
動
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
は
自

分
で
も
驚
き
ま
し
た
。
本
番
で
は
本

当
に
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
…
ガ
ー
ナ
人
学
生
と
土
佐
校
生
と

の
交
流
会
で
は
、
事
前
に
作
っ
て
覚

え
て
い
っ
た
英
語
で
の
自
己
紹
介
を

元
気
よ
く
言
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

彼
ら
が
う
な
ず
い
た
り
ほ
ほ
笑
ん
だ

り
し
て
、
大
い
に
反
応
し
て
く
れ
る

の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
…
終
え
た
今

思
う
こ
と
は
、
全
体
が
想
像
以
上
に

楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
僕
は
来
年
も
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

（
中
一
Ｋ
君
＝
初
参
加
）

■
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち

「
よ
さ
こ
い
は
、
練
習
も
本
番
も

本
当
に
疲
れ
た
が
、
す
べ
て
が
終
わ
っ

た
後
、
僕
は
大
き
な
達
成
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
、
み
ん

な
の
笑
顔
が
そ
れ
以
上
に
う
れ
し
か
っ

た
…
ガ
ー
ナ
の
高
校
生
も
、
日
本
の

中
高
生
も
、
み
ん
な
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
た
。
そ
ん
な

素
晴
ら
し
い
仲
間
が
い
た
か
ら
、
う

ま
く
交
流
で
き
た
の
だ
と
思
う
」

（
中
三
Ｉ
君
＝
初
参
加
）

■
異
空
間
国
際
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

「
ガ
ー
ナ
大
使
館
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
や
東
京
の
学
生
と
の
交
流
、
ま
た

打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
ダ
ン
ス

も

、

昨

年

と

は

違

っ

て

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て

楽

し

む

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

最

後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
行
く
時
間
も
惜
し
い
よ
う

な
気
さ
え
し
ま
し
た
…
特
に
今
年
良

か
っ
た
と
思
っ
た
の
は
、
滞
在
し
た

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
す
。
ロ
ビ
ー
と

食
堂
に
一
台
ず
つ
あ
る
テ
レ
ビ
を
見

た
い
人
が
自
然
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

ガ
ー
ナ
人
学
生
の
グ
ル
ー
プ
、
東
京

を
訪
れ
た
欧
米
諸
国
の
旅
行
者
、
ア

ジ
ア
諸
国
の
人
々
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
言
葉
が
頭
の
上
を
飛
び
交
い
、

ふ
と
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
忘
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
不
思
議
な
感
覚
で

し
た
」

（
中
三
Ｋ
君
＝
２
回
目
）

■
達
成
感
が
大
好
き

「
特
に
練
習
最
終
日
は
過
酷
だ
っ

た
。
炎
天
下
を
遮
る
木
陰
の
中
の
踊

り
で
さ
え
、
ク
ラ
ッ
と
し
た
。
で
も
、

そ
の
疲
労
感
や
流
れ
出
る
汗
に
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
達
成
感
を
感
じ
る

の
だ
…
生
ま
れ
て
初
め
て
外
国
人
と

会
話
ら
し
い
会
話
が
成
立
し
た
と
き
、

大
き
な
喜
び
に
満
た
さ
れ
た
。
去
年

と
比
較
し
て
ず
い
ぶ
ん
上
達
し
た
英

語
力
に
自
分
で
も
驚
き
を
感
じ
て
い

る
…
東
京
の
中
高
生
と
の
交
流
も
楽

し
か
っ
た
。
麻
布
学
園
に
は
陽
気
で

活
発
な
人
が
多
い
。
今
年
は
さ
ら
に

友
達
も
増
え
た
。
高
知
に
遊
び
に
来

る
予
定
も
立
て
て
い
る
そ
う
だ
。
ど

こ
に
泊
ま
る
の
か
な
あ
…
英
語
を
鍛

錬
し
て
お
か
な
く
て
は
、
と
思
う
。

体
力
だ
っ
て
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

ガ
ー
ナ
人
学
生
の
独
特
な
運
動
方
法

（
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
小
刻

み
に
腕
立
て
伏
せ
を
す
る
）
に
刺
激

を
受
け
て
、
家
に
帰
っ
て
来
て
か
ら

毎
日
百
回
の
腕
立
て
伏
せ
を
続
行
中

で
あ
る
。
次
の
夏
の
交
流
が
待
ち
遠

し
い
」

（
中
三
Ｆ
君
＝
２
回
目
）

■
ガ
ー
ナ
人
と
同
室
だ
っ
た

「
文
化
交
流
会
で
は
、
男
子
は
甚

平
、
女
子
は
浴
衣
姿
で
参
加
し
ま
し

た
。
東
京
芸
大
の
卒
業
生
で
編
成
さ

れ
た
本
格
的
な
バ
ン
ド
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
両
国
の
伝
統
的
な
歌

（
日
本
側
は
『
さ
く
ら
さ
く
ら
』
『
ス

キ
ヤ
キ
（
上
を
向
い
て
歩
こ
う
）
』
）

に
、
互
い
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
英
語

と
日
本
語
の
歌
詞
を
つ
け
て
歌
っ
た

り
、
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
…
ホ
テ
ル
で

は
、

８
人
の
ガ
ー
ナ
人
女
子
学
生

た
ち
と
同
室
だ
っ
た
た
め
た
く
さ
ん

交
流
し
、
下
手
で
あ
り
な
が
ら
も
英

語
で
話
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
…
ロ
ッ
テ
浦
和
工

場
の
見
学
で
は
、
一
日
に
４
万
枚
製

造
さ
れ
る
と
い
う
『G

H
A
N
A

』

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
始
め
、
馴
染
み
の

あ
る
お
菓
子
が
延
々
と
効
率
よ
く
機

械
の
中
で
作
ら
れ
て
い
く
様
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
」

（
高
一
Ａ
さ
ん
＝
３
回
目
）

■
爽
快
な
一
体
感

「
今
年
は
新
し
い
振
付
が
追
加
さ

れ
、

８
人
で
輪
を
描
く
よ
う
に
踊

る
パ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
最

前
列
に
い
て
、
民
族
楽
器
風
の
太
鼓

を
叩
く
ガ
ー
ナ
人
学
生
た
ち
と
輪
に

な
っ
て
踊
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に

感
じ
た
一
体
感
が
本
当
に
爽
快
で
最

高
の
気
分
に
な
り
ま
し
た
…
５
泊

６
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
本
番
は
も
ち
ろ
ん
、
交
流
を
し

な
が
ら
の
練
習
は
充
実
し
て
お
り
、

ま
た
楽
し
か
っ
た
で
す
」

（
高
一
Ｍ
さ
ん
＝
４
回
目
）

追
記
：

８
月

17
日
来
日
の
ガ
ー
ナ
高
校

生
一
行

20
名
は
、
交
流
先
７
校
の
生
徒

ら
と
「
ロ
ッ
テ
・
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
連
」

を
結
成
、

26
日
に
原
宿
ス
ー
パ
ー
よ
さ

こ
い
で
熱
演
の
の
ち
飯
田
市
に
移
動
、

９
月

４
日
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
ご
支

援
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
な
お
、

生
徒
た
ち
の
感
想
文
原
文
の
随
所
に
感

謝
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

( 8 )

ガ
ー
ナ
人
高
校
生
日
本
研
修
旅
行
の

東
京
で
の
交
流
行
事
に
、
土
佐
中
・

高
生
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
７

年
目
の
今
夏
、
上
京
生
徒
６
名
の
う

ち
４
名
は
２
～
４
年
連
続
の
リ
ピ
ー

タ
ー
で
あ
っ
た
。
何
が
彼
ら
彼
女
ら

を
惹
き
つ
け
る
の
か
？
生
徒
の
感
想

文
か
ら
引
用
し
て
み
た
。

公
文
敏
雄
（
35
回
生
）

決まっているかしら？

↑
本
場
仕
込
み

ガ
ー
ナ
高
校
生
の
ド
ラ
ム
演
奏
が

華
を
添
え
ま
す

先輩を囲んで

はちきんの卵と仲間たち

土
佐
中
・
高
生
徒
の

東

京

遠

征

記

ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会



( 9 )

本
年
八
月
、
江
戸
三
大
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
深
川
八
幡
祭
の
三
年
に
一
度
の
本
祭

り
が
執
り
行
わ
れ
て
、
十
二
日
（
日
）
に

六
十
挺
以
上
に
及
ぶ
各
町
神
輿
の
連
合
渡

御
が
あ
っ
た
（
本
来
は
去
年
が
本
祭
り
で

あ
っ
た
の
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、

神
輿
の
連
合
渡
御
は
中
止
さ
れ
た
）
。

連
合
渡
御
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
戻
り
神

輿
が
富
岡
八
幡
宮
に
向
か
っ
て
次
々
と
永

代
橋
を
通
過
し
て
ゆ
く
光
景
で
あ
る
。
な

ぜ
か
永
代
橋
を
渡
る
時
、
神
輿
は
肩
に
担

が
ず
に
指
し
た
ま
ま
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い

ら
し
い
。
数
時
間
か
け
て
六
十
挺
が
渡
っ

て
ゆ
く
光
景
は
な
か
な
か
圧
巻
で
あ
る
。

隅
田
川
に
架
か
る
橋
は
当
初
（
江
戸
初

期
）
は
千
住
大
橋
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
江
戸
の
安
定
と
発
展
に
伴
い
、
両
国

橋
、
新
大
橋
、
永
代
橋
、
吾
妻
橋
の
順
に

架
橋
さ
れ
て
ゆ
く
。
千
住
大
橋
を
除
い
て

一
般
に
「
四
橋
」
と
呼
ば
れ
た
。
四
橋
と

も
大
川
の
増
水
で
流
さ
れ
た
り
老
朽
化
し

た
り
し
て
何
度
も
架
け
か
え
ら
れ
な
が
ら

幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
永
代
橋
は
元
禄
九

年
（
１
６
９
６
年
）
五
代
将
軍
綱
吉
の
五

十
の
賀
と
し
て
初
め
て
架
せ
ら
れ
た
隅
田

川
の
最
下
流
の
橋
で
あ
る
。

永
代
橋
に
は
歴
史
的
に
名
高
い
事
件
が

あ
っ
た
。
文
化
四
年
（
１
８
０
７
年
）
八

月
の
深
川
八
幡
祭
の
時
、
祭
り
見
物
の
群

集
が
橋
の
上
が
真
っ
黒
に
な
る
く
ら
い
参

集
し
て
、
そ
の
重
み
で
永
代
橋
が
落
橋
し
、

実
数
で
千
五
百
人
ほ
ど
溺
死
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
大
惨
事
が
起
き
て
い
る
。

〔
41
回

西
岡
恒
憲
〕

↑左図と同じ方向から撮影した現在の永代橋
右端の超高層マンションのある所が佃島

↑江戸三大祭りの一つ深川八幡祭の六十挺以上
の戻り神輿が永代橋上を数時間かけて通過する

↑安藤広重の比較的初期の浮世絵風景版画集『東都名所』よ
り『永代橋深川新地』。天保二年（1831）頃に描かれた永代
橋。右端の帆を下した大船をもやってある所が佃島。対岸の
深川洲崎の突端に見える高楼は深川七場所と呼ばれた岡場所
の一つ「新地」である。江戸の海に白帆が浮かび、橋上を様々
な職業の人が行き交って、爛熟期の江戸の繁盛を見せている。
この頃は、深川の岡場所は吉原の「北里」に対し「辰巳」と
称されて、江戸っ子の典型である辰巳芸者の全盛期であった。

江
戸
百
景
（
弐
）

洋
岳
（
ひ
ろ
た
か
）
は
、

２
０

１
２
年

5
月

26
日
現
地
時
間
午
後

5
時

30
分
頃
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
一
峰

登
頂
に
成
功
し
、
世
界
の
八
千
㍍
峰

十
四
座
全
山
登
頂
者
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
た
。
世
界
で

29
番
目
。

28

番
目
ま
で
の
中
に
は
女
性
や
韓
国
人

も
い
る
が
、
日
本
人
は
い
な
か
っ
た
。

九
座
ま
で
登
っ
た
日
本
の
代
表
的
ヒ

マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
三
氏
も
、
悉
く

十
座
目
を
目
前
に
し
て
「
十
座

の
壁
」
に
阻
ま
れ
た
。
洋
岳

自
身
も
、
十
座
目
の
ガ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
ム
二
峰
で
雪
崩
に
巻
き

込
ま
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
二
名

を
失
っ
て
一
人
奇
跡
的
に
救

出
さ
れ
、
再
起
を
困
難
視
さ

れ
な
が
ら
翌
年
再
度
挑
戦
、

日
本
人
と
し
て
初
め
て
「
十

座
の
壁
」
を
破
っ
た
経
緯
が

あ
る
。

95
年
、
日
本
山
岳
会

の
マ
カ
ル
ー
登
頂
の
一
員
と

し
て
参
加
し
て
以
来
、
十
四

座
完
登
ま
で
足
か
け

18
年
を

要
し
た
事
に
な
る
。
こ
の
間
、
登
山

に
取
組
む
姿
勢
の
大
き
な
変
化
の
節

目
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

01
年
に

ド
イ
ツ
人
ク
ラ
イ
マ
ー
「
ラ
ル
フ
」

の
主
催
す
る
ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ッ
ト
国

際
公
募
隊
に
参
加
し
、
こ
れ
が
、

「
ラ
ル
フ
」
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
女

性
ク
ラ
イ
マ
ー
「
ガ
リ
ン
ダ
」
を
メ

イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
基
本
は

ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
速
攻

登
山
に
移
行
す
る
契
機
と
な
っ
た
事

で
あ
り
、
今
一
つ
は

05
年
に
プ
ロ

宣
言
を
し
、
石
井
ス
ポ
ー
ツ
と
新
た

な
契
約
を
結
び
、
店
に
出
る
事
な
く

登
山
に
専
念
す
る
環
境
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
事
が
大
き
い
。
洋
岳
の
略
歴

は
、

71
年
生
ま
れ
。
立
正
大
学
を

出
て
Ｉ
Ｃ
Ｉ
石
井
ス
ポ
ー
ツ
入
社
。

05
年
プ
ロ
契
約
。
洋
岳
と
い
う
名

前
は
登
山
好
き
だ
っ
た
祖
父
が
つ
け

た
本
名
で
あ
る
。

十
四
座
目
登
頂
成
功
の
第
一
報
が

入
っ
た
時
、
気
の
早
い
人
は
国
民
栄

誉
賞
も
の
だ
と
言
っ
て
く
れ
た
り
も

し
た
が
、
洋
岳
は
賞
と
い
っ
た
も
の

に
は
驚
く
程
テ
ン
タ
ン
と
し
て
い
る
。

八
千
㍍
峰
全
十
四
座
登
頂
は
、
洋
岳

に
と
っ
て
は
一
つ
の
区
切
り
に
す
ぎ

な
い
で
あ
ろ
う
。
プ
ロ
ク
ラ
イ
マ
ー

で
あ
る
以
上
、
よ
り
リ
ス
キ
ー
な
登

山
に
挑
戦
し
続
け
る
事
は
宿
命
で
も

あ
る
。
頂
上
を
極
め
て
も
、
安
全
に

下
山
し
て
こ
そ
成
功
し
た
と
言
え
る

事
を
こ
れ
か
ら
も
常
に
忘
れ
な
い
で

い
て
も
ら
い
た
い
。
家
庭
の
事
は
良

妻
賢
母
の
ひ
ろ
子
に
任
せ
て
お
け
ば

良
い
。
僕
も
及
ば
ず
な
が
ら
支
援
し

て
い
く
つ
も
り
だ
。

編
集
部
注

前
号
筆
山
（

52
号
）

「
誇
ら
し
き
婿
殿
」
で
紹
介
し
た
プ
ロ

登
山
家
の
竹
内
洋
岳
さ
ん
の
「
岳
父
」

野
波
博
泰
さ
ん(

26
回)

か
ら
の
喜
び
の

声
で
す
。

竹
内
氏
は
、
野
波
さ
ん
の
次
女
ひ
ろ

子
さ
ん
と
ご
結
婚
、
就
学
前
の
二
人
の

お
子
さ
ん
、
盾(

し
ゅ
ん)

君

６
歳
と
結

(

ゆ
う)

君

４
歳
の
良
き
パ
パ
で
も
あ
り

ま
す
。

竹内洋岳のこと 野波博泰（26回生）

～～岳父からの喜びの声
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今回のはちきん会は、いつもと少し趣が違いました。一つは、会場。霞ヶ関のプレスセンタービル

の10階にある展望レストラン「アラスカ」。日比谷公園を見下ろす開放感溢れる素敵な空間でした。

隣の会場である「日本記者クラブの大会議室」では、当日、自民党の総裁選立候補者の 記者会見が

行われ、廊下やエレベーターには議員やＳＰの姿がちらほら…。めったに遭遇しない光景でした。

そしてもう一つは、ハチキン会史上初の「講演会」の開催。土佐校ＯＧ村木厚子さんがご自身の体

験談や現在のお仕事などについてじっくり語ってくださいました。さて、来年は…？ 乞うご期待！

宮崎晶子（67回生）

霞が関の景色を一望できるレストランで、おいしい

お料理とワインをいただきながら、楽しい時間を過

ごすことができました。ほとんどの方は初対面です

が、すぐに打ち解けて会話が弾みます。講演では村

木さんが携わられた、障害者基本法と子育て支援関

連法成立についても伺うことができ、大変勉強にな

り刺激的でした。はちきん会はすばらしい女子会で

す！次回も期待しています。 （67回 遠藤瑞枝）

今回はじめて出席させていただき、時の人「村木厚

子さん」のスピーチに感動すると同時に、各方面で

活躍中の皆様の活発な質疑応答から、躍動する“は

ちきんパワー”を垣間見させて頂きました。楽しい

一刻を有り難うございました。 （29回 山下忠佑）

男が元気になる場所です。 （41回 水野孝）

理不尽にも長く苛酷な日々を強いられたというのに、

村木さんは本当にたおやかな女性でした。どこにあ

の様な強さを秘められているのかと目をみはる思い

がし、穏やかな佇まいの中に毅然とした姿勢を保っ

ておられるご様子に深く感銘を受けた会でした。窓

外に樹々の緑が眩しいばかりに広がる会場は、この

日の集いにふさわしく、爽やかな空気に包まれた素

晴らしい一日でした。 （33回 宮田喜代恵）

４年ぶりに参加したはちきん会。村木さ

んのお話はウィットに富んで、非常に

楽しかったです。また、広い分野で活

躍する先輩方と出会い、刺激的でした。

（83回 北村悠夏）

2012年9月15日（土）

第15回はちきん会は、講師に村木厚子さ

ん（49回生）を、ナイトに小松三男氏

（41回生）を迎え開催致しました。100

人を超える出席者も、皆ニコニコ。21回

生から87回生まで、先輩後輩相集い和気

あいあいと楽しく美味しく有意義な時

間を過ごしました。ご参加、ご協力下

さいました皆様に幹事一同心から感謝

致します。 （幹事 33回 佐々木泰子）
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土
佐
中
・
高
等
学
校
の
同
窓
生
の
皆
様
こ
ん
に

ち
は
。
こ
の
貴
重
な
場
を
お
借
り
し
て
、
自
身
の

近
況
報
告
を
綴
ら
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
を
頂
戴
し
た
筆
山
編
集
部
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今
年
一
月
に
、
社
会
人
に
な
っ
て
以
来
勤

め
て
き
た
日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
を

退
職
し
、
株
式
会
社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト

コ
ム
へ
転
職
い
た
し
ま
し
た
。
転
職
の
き
っ
か
け

は
、
お
客
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
、

従
来
の
シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
時
間
が
掛
か
り
す
ぎ

る
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

現
職
で
は
、
従
来
企
業
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
に
お
客
様
自
身
で
準
備
が
必
要
で

あ
っ
た
も
の
を
、
弊
社
で
予
め
用
意
し
環
境
を
整

え
、
契
約
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
即
、
企

業
向
け
シ
ス
テ
ム
が
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
身
近
で
い
う
と
、
（
弊

社
の
競
合
他
社
で
は
あ
り
ま
す
が
）
グ
ー
グ
ル
社

の
Ｇ
メ
ー
ル
な
ど
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
等
が
そ
の

一
例
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
転
職
か
ら

10
ヶ
月
が

経
っ
た
今
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
自
信
を
持
っ
て
提

案
し
営
業
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
変
で
は
あ
り
ま

す
が
、
活
き
活
き
と
し
て
活
動
し
徐
々
に
成
果
が

出
始
め
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
観
点
で
は
、

こ
の
会
社
で
将
来
は
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
自
身
は
責
任
を
取
り

つ
つ
仕
事
を
任
せ
、
共
に
成
功
を
掴
み
、
喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
作
る
と
言
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。
夢
は
あ
る
の
で
す
が
、

外
資
系
に
勤
め
て
い
る
関
係
上
、
英
語
が
前
提
と

し
て
必
須
な
の
で
、
そ
ち
ら
は
鋭
意
努
力
中
で
す

（
笑
）
。

こ
こ
ま
で
は
自
分
が
求
め
る
事
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
求
め
る
以
上
、
企

業
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
「
財
」
に
な
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
転
職
に
あ
た
り
、
企
業
か
ら
求
め
ら
れ

る
人
「
財
」
に
ど
う
や
っ
て
な
れ
る
か
を
真
剣
に

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
辿
り
着
い
た
の

は
当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
と
し
て
の

基
本
が
確
り
し
て
い
る
事
、
そ
の
土
台
に
企
業
に

と
っ
て
必
要
な
知
識
、
経
験
を
積
み
重
ね
価
値
あ

る
人
財
と
な
る
こ
と
で
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、

高
知
で
の

18
年
間
が
人
と
し
て
の
基
本
を
育
み
、

そ
の
中
で
も
中
学
受
験
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の

６

年
間
が
人
格
形
成
に
お
い
て
重
き
を
成
し
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
小
学
校
六
年
生

当
時
、
理
由
が
運
動
会
が
楽
し
い
そ
う
だ
と
い
う

も
の
で
し
た
が
（
笑
）
、
受
験
に
際
し
て
土
佐
中

学
校
を
「
初
め
て
自
ら
が
選
択
し
臨
ん
だ
事
」
は
、

道
を
選
ぶ
事
の
重
さ
と
選
択
に
伴
う
責
任
を
負
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
中
学
か
ら
始
め
た
陸
上
競

技
に
は
、
一
つ
の
事
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
事
の

大
切
さ
を
学
び
、
ま
た
日
々
の
努
力
は
記
録
・
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
結
果
に
反
映
さ
れ
努
力

の
価
値
を
学
び
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
机
を
並

べ
て
共
に
学
び
、
遊
ん
だ
同
級
生
、
勉
強
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
と
の
日
々
か
ら
は
、
人

と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
も
こ
の

６
年
の
学
生
生
活
支
え
て
く
れ
た

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
、
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
後

者
に
つ
い
て
は
ま
だ
暗
中
模
索
の
日
々
で
す
が
、

人
と
し
て
の
基
本
を
土
台
に
確
り
と
し
た
知
識
、

経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
土
佐
の
諸
先
輩
方
並
び
に
後

輩
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
同
窓
会
の
会
合

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙
（
十
七
）

小
暮

剛
史
（
74
回
生
）



創
立

40
周
年
を
迎
え

改
め
て
問
わ
れ
る
創
立
の
精
神

向
陽
新
聞
は

34
年

11
月

18
日
第

47
号
創
立

40
周
年
記
念
号
を
発
行

し
「
多
彩
な
文
化
祭
、
記
念
行
事
今

日
幕
開
け
」
と
記
念
祭
を
報
じ
た
。

18
日
か
ら
三
日
間
生
物
部
、
物

理
部
、
新
聞
部
な
ど
文
化
部
の
展
示

会
や
映
画
会
、

22
日
に
は

40
周
年

記
念
事
業
と
し
て
建
設
し
た
新
グ
ラ

ン
ド
の
お
披
露
目
を
兼
ね
た
野
球
部
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
招
待
試
合
が
開

催
さ
れ
た
。

19
、

20
日
に
は
岡
村

弘
氏
（

１
回
生
）
ら
先
輩
四
氏
に

よ
る
講
演
会
と
音
楽
会
と
盛
り
沢
山

の
行
事
が
続
け
ら
れ
た
。

ま
た
向
陽
新
聞
の
二

面
で
は
全
ペ
ー
ジ
を
割

い
て
、
近
藤
久
寿
治
氏

（

６
回
生
）
な
ど
在
京

の
先
輩
方
に
よ
る
座
談

会
「
本
校
の
伝
統
は
失

わ
れ
た
か
、
そ
し
て
今

後
の
進
む
べ
き
道
」
を

掲
載
し
た
。
創
立

40
周

年
を
迎
え
て
あ
ら
た
め

て

〈

土

佐

中

精

神

〉

〈
開
校
の
精
神
〉
の
現

在
的
復
活
を
ど
う
す
べ

き
か
、
新
校
長
に
何
を

期
待
す
る
か
の
議
論
が

行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
官
学
排

斥
と
自
主
独
立
を
重
ん

じ
た
初
代
校
長
の
作
ろ

う
と
し
た
伝
統
の
理
解
に
ズ
レ
が
で

て
き
た
と
い
う
批
判
に
始
ま
り
、
私

学
の
優
位
さ
を
生
か
し
た
学
校
づ
く

り
と
か
、
ま
た
時
代
や
経
営
の
要
請

か
ら
少
数
教
育
か
ら
多
数
教
育
と
変

わ
る
際
に
創
立
時
の
精
神
を
受
け
継

い
で
い
く
よ
う
に
教
育
方
法
の
転
換

を
行
わ
な
か
っ
た
な
ど
、
傾
聴
す
べ

き
意
見
が
多
く
出
て
い
た
。

変
革
へ
の
新
校
長
の

意
欲
的
な
取
り
組
み

校
長
就
任
後
四
ケ
月
後
の
向
陽
新

聞

44
号
で
曽
我
部
校
長
は
抱
負
と

方
針
を
語
る
。
「
本
校
の
在
り
方
を

今
ま
で
の
予
備
校
的
存
在
か
ら
人
間

形
成
の
一
過
程
と
位
置
付
け
…
…
」

と
。
今
ま
で
聞
け
な
か
っ
た
歯
切
れ

の
よ
い
言
葉
か
ら
新
校
長
の
改
革
が

始
ま
っ
た
。

そ
れ
ま
で
生
徒
は
始
業
式
や
卒
業

式
な
ど
で
の
長
時
間
の
挨
拶
か
ら
校

長
の
考
え
を
聞
く
だ
け
で
、
そ
れ
も

入
試
と
学
校
の
栄
誉
の
訓
戒
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
曽
我
部

校
長
の
挨
拶
は
短
時
間
で
あ
っ
た
。

（

44
号
）
そ
の
代
わ
り
色
々
な
機

会

を

と

ら

ま

え

て

生

徒

へ

の

発

信

や

対

話

を

し

た
。「

み

ん

な

の

か
け
橋
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
次
は
卓

球
セ
ッ
ト
を
各
ク
ラ
ス
に
校
長
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
「
校
長
か
ら

30
冊
図

書
の
寄
贈
」
（
第

44
号
）
「
学
者

校
長
中
心
に
放
射
能
測
定

物
理
部
」

（
第

45
号
）
、
「
校
長
先
生
と
生

徒
と
の
懇
談
会
」
（
第

46
号
、
第

48
号
）
な
ど
の
記
事
の
ほ
か
「
ち
ょ
っ

と
失
礼
」
で
は
曽
我
部
校
長
が
奥
様

と
共
に
向
陽
新
聞
に
登
場
し
た
。

（
第

44
号
）

ま
た
懇
談
会
で
は
生
徒
の
意
見
に

対
し
て
「
提
案
が
遅
い
」
と
か
「
生

徒
一
般
の
関
心
が
薄
い
の
が
本
校
の

欠
点
」
と
生
徒
に
苦
言
を
呈
す
る

（
第

46
号
）
一
方
で
、
生
徒
の
提

案
を
受
け
入
れ
、
食
堂
の
新
設
や
売

店
の
改
造
な
ど
に
繋
げ
て
い
る
。

（
第

48
号
）

人
間
形
成
で
の
重
要
性
か
ら
ク
ラ

ブ
活
動
の
活
発
化
へ
の
取
り
組
み
も

新
校
長
の
特
色
の
一
つ
。
ク
ラ
ブ
活

動
で
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
少
し

ぐ
ら
い
点
数
が
下
が
っ
て
も
よ
い
と
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
む
も
の
と
言

い
、
学
校
宣
伝
に
考
え
る
私
立
校
の

多
い
中
で
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

向
陽
新
聞
第

48
号
で
は
ク
ラ
ブ

活
動
は
こ
れ
で
良
い
か
と
い
う
特
集

を
組
ん
だ
。
当
時
の
ク
ラ
ブ
活
動
在

籍
者
数
は
文
化
部
運
動
部
あ
わ
せ
て

生
徒
数
の

44
％
、
特
に
文
化
部
の

男
子
が
少
な
い
と
の
結
果
。

こ
れ
に
対
し
て
曽
我
部
校
長
は
早

速
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
。
勉
強
と
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空
襲
に
よ
り
校
舎
を
失
っ
た
学
園
の
復
興
と
そ
の
後
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
大
嶋
校
長
逝
去
の
後
を
受
け
て
、
昭

和
33
年

10
月
曽
我
部
校
長
が
就
任
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
学

問
両
立
の
土
佐
校
の
名
声
の
陰
で
出
て
き
た
〈
ゆ
る
み
〉

症
状
の
改
革
に
向
け
て
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
先
輩

な
ど
か
ら
、
大
き
な
期
待
が
持
た
れ
て
の
新
校
長
の
登
場

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に
は
創
立

40
周
年
を
迎
え
た
。

ま
た
土
佐
校
を
取
巻
く
環
境
変
化
の
影
響
が
出
て
き
た
の

も
こ
の
頃
で
あ
る
。

向
陽
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ

森
田
隆
博
（
37
回
生
）

向陽新聞に見る土佐中高の歩み ⑥
―新校長のもと創立四十周年を迎える―（昭和34～35年）

向
陽
新
聞
第
47
号
創
立
40
周
年
記
念
号

昭和34年

～35年

当時の玄関（絵葉書）



ク
ラ
ブ
活
動
の
両
立
を
生
徒
に
訴
え

る
と
と
も
に
顧
問
の
先
生
を
校
長
の

委
嘱
と
し
て
指
導
者
と
助
言
者
と
い

う
顧
問
の
使
命
を
明
確
に
し
た
。

ま
た
文
化
部
の
不
活
発
さ
に
も
色
々

と
手
を
打
っ
た
。
文
化
祭
の
見
直
し

と
存
続
の
意
見
を
支
持
し
、
そ
の
際

28
年
か
ら
続
い
た
予
餞
会
を
廃
止

し
文
化
祭
に
吸
収
さ
せ
た
の
も
曽
我

部
校
長
の
発
案
で
あ
っ
た
。

曽
我
部
校
長
は
明
る
い
学
園
づ
く

り
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
充
実

と
活
発
化
を
呼
び
か
け
た
。
そ
れ
も

生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
自
由
闊
達

な
活
動
を
期
待
し
て
生
徒
の
自
主
運

営
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
後

36
年
に

は
学
校
が
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
直
接
指
導

す
る
こ
と
に
方
針
を
変
更
し
た
。
生

徒
の
無
気
力
さ
か
ら
活
動
は
不
活
発

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
郊
外
散
歩
・

自
習
や
中
止
下
校
な
ど
に
化
け
る
ケ
ー

ス
が
多
く
昔
に
逆
戻
り
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。
道
徳
教
育
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
り

30
時
間
余
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
う
ち

10
時
間
を
道
徳
教

育
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

契
機
と
し
て

37
年
度
か
ら
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
第

53
号
）

曽
我
部
校
長
の
理
想
と
す
る
明
る
い

学
園
・
学
級
づ
く
り
へ
の
障
害
と
な
っ

た
の
は
、
自
覚
と
意
欲
の
な
い
無
気

力
な
生
徒
で
あ
っ
た
。

環
境
の
変
化
と
共
学
の
ピ
ン
チ

入
試
の
受
験
者
数
は
年
々
減
少
し
、

33
年
に
は
中
学
で
前
年
比
約
二
割

減
、
高
校
で
約
三
割
の
減
で
あ
っ
た
。

中
学
受
験
者
の
減
少
は
出
生
数
の
減

に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

高
校
受
験
者
の
減
少
は
県
下
教
育
界

の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
第

41
号
）
。

戦
後
、
県
下
の
公
立
学
校
で
は
勤

評
闘
争
な
ど
混
乱
の
時
期
が
続
い
た

が
、
そ
の
混
乱
も
落
ち
着
い
て
き
た
。

加
え
て

25
年
か
ら
始
ま
っ
た
公
立

高
校
で
の
全
員
入
学
制
も
廃
止
と
な
っ

た
。
公
立
高
校
の
混
乱
と
全
員
入
学

制
に
依
存
し
た
私
学
優
位
（
？
）
と

い
う
特
殊
事
情
も
な
く
な
っ
た
。

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
同
じ
私
立
高
校

で
も
新
設
の
学
芸
高
校
（

32
年
新

設
）
が
新
鮮
な
感
覚
で
人
気
を
集
め

て
い
た
。
「
私
立
は
も
う
土
佐
の
み

で
は
な
い
」
と
向
陽
新
聞
第

43
号

が
喚
起
を
求
め
た
土
佐
高
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
で
あ
り
、
土
佐
校
の

特
色
や
個
性
あ
る
教
育
が
問
わ
れ
る

時
代
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

受
験
者
減
少
の
現
象
は
続
き
特
に

女
子
受
験
者
の
減
に
よ
り

34
年
の

中
学
女
子
入
学
者
は

２
６
４
名
中

33
名
と
、
例
年
の
半
分
で

22
年
共

学
開
始
以
来
最
低
人
数
と
な
っ
た
。

共
学
維
持
の
配
慮
を
し
な
い
で
男
女

の
競
争
率
を
同
一
に
し
て
合
格
者
を

選
抜
す
る
と
、
女
子
の
受
験
者
の
減

少
は
女
子
の
入
学
者
の
減
少
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。

向
陽
新
聞
は
「
男
女
共
学
の
危
機
、

共
学
制
は
ど
う
な
る
」
と
問
題
提
起

し
た
。
学
校
側
は
「
女
子
に
対
す
る

特
別
の
教
育
を
し
て
い
な
い
、
本
校

へ
の
女
子
の
志
願
者
の
減
少
は
や
む

を
得
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
共
学
廃
止

も
あ
り
う
る
」
と
の
見
方
で
あ
っ
た
。

向
陽
新
聞
は
共
学
の
価
値
に
つ
い
て

改
め
て
見
直
し
、
共
学
存
続
へ
の
積

極
的
な
注
力
を
求
め
た
。
（
第

45

号
）
そ
し
て
翌

35
年
は
一
ク
ラ
ス

12
人
ま
で
減
少
し
た
。

学
生
運
動
の
流
れ
が
高
知
に
も

35
年
は
安
保
闘
争
の
年
で
、
学

生
運
動
の
う
ね
り
が
全
国
に
広
ま
っ

た
。
そ
の
流
れ
は
遠
く
高
知
の
高
校

生
に
も
お
よ
ん
だ
。

向
陽
新
聞
は
土
佐
高
生
の
政
治
意

識
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

政
治
へ
の
関
心
は

80
％
の
生
徒

が
必
要
と
答
え
、
ま
た
安
保
改
定
の

内
容
を

88
％
の
生
徒
が
知
っ
て
い

る
と
答
え
た
。
遠
く
離
れ
た
土
佐
高

生
に
も
政
治
へ
の
高
い
関
心
が
伺
え

た
。
ま
た
高
校
生
の
授
業
放
棄
や
政

治
活
動
に
は
不
賛
成
と
答
え
、
健
全

な
高
校
生
の
回
答
で
あ
っ
た
。
（
第

49
号
）

そ
ん
な
時
、
土
佐
高
生
徒
会
が
と

ん
で
も
な
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

35
年

9
月
読
売
新
聞
全
国
版
が

「
土
佐
高
が
県
内
高
校
の
政
治
闘
争

の
中
核
校
」
と
報
じ
た
の
で
あ
る
。

「
革
命
病
の
高
校
生
」
と
実
態
を
報

道
し
た
記
事
の
中
で
、
県
内
で
の
活

動
の
推
進
役
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
土
佐
高
が
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
。
結
局
は
当
局
の

ズ
サ
ン
な
調
査
と
読
売
の
裏
付
け
の

な
い
報
道
と
わ
か
っ
た
。
（
第

50

号
）
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第
46
号

男
女
共
学
の
ピ
ン
チ
を
伝
え
る

当
時
の
母
校
全
景

（
第
47
号
に
掲
載
し
た
写
真
）

50
年
目
の
母
校

昨
夏
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
初
め
て
参
加
し
て

50
年

振
り
に
母
校
を
訪
ね
た
。
お
城
か
と
見
紛
う
ば
か
り
に
聳
え
る
新
校
舎
の
立

派
さ
に
驚
く
。
そ
こ
に
は
昔
の
面
影
は
微
塵
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

新
校
舎
建
設
の
後
一
昨
年
新
校
長
を
迎
え
た
母
校
。
奇
し
く
も
本
稿
に
記

述
し
た
約

50
年
前
と
同
様
、
新
校
舎
建
設
と
新
校
長
登
場
と
が
重
な
る
。
伝

統
の
現
代
的
な
復
活
に
向
け
た
新
校
長
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。



私
は
、
昭
和

53
年
に
土
佐
高
を

卒
業
し
て
上
京
し
た
の
で
、
高
知
を

出
て
か
ら

34
年
に
な
る
。
東
京
の

方
が
高
知
で
暮
ら
し
た
期
間
よ
り
遥

か
に
長
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

年
を
経
る
ご
と
に
故
郷
高
知
へ
の
思

い
は
強
く
な
る
。

私
は
、
仕
事
の
関
係
上
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
、
取
材
で
ほ
と
ん
ど

の
地
域
を
訪
れ
て
い
る
。
日
本
列
島

で
、
「
こ
の
地
方
に
は
行
っ
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
地
域
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
尚
更
、
高
知
が
、

い
ろ
ん
な
面
で
「
日
本
一
」
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
私
は
、
過
疎

に
悩
む
高
知
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

「
日
本
一
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

高
知
県
の
人
口
は

75
万
人
で
あ

る
。
東
京
で
言
え
ば
、
世
田
谷
区
よ

り

10
万
人
以
上
少
な
い
。
高
知
県

だ
け
で
な
く
、
近
い
将
来
、
四
国
全

体
の
人
口
（
３
９
３
万
人
）
は
、
横

浜
市
の
人
口
（
３
７
０
万
人
）
に
抜

か
れ
る
時
が
来
る
だ
ろ
う
。
日
本
列

島
を
形
づ
く
る
四
国
と
い
う
「
地
域
」

が
、
ひ
と
つ
の
「
市
」
に
抜
か
れ
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
一
極
集
中
の
日

本
を
象
徴
す
る
出
来
事
に
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
だ
か
ら
こ

そ
、
高
知
は
日
本
一
で
あ
り
、
四
国

は
素
晴
ら
し
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

四
国
の
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ

ロ
あ
た
り
２
０
９
人
で
あ
る
。
一
方

の
横
浜
市
は
、
８
４
５
０
人
だ
そ
う

だ
。
単
純
に
計
算
し
て
も
、
横
浜
市

の
人
口
密
度
は
、
四
国
の

40
倍
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
四
国
の
人
間
は
、
横
浜

市
の
人
々
よ
り

40
倍
の
土
地
を
使
っ

て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
も
、
そ
れ
は
無
味
乾
燥
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
地
で
は
な
く
、
海
、
山
、

川
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
当
の
意

味
の
大
地
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

大
都
市
に
住
む
人
間
が
い
く
ら
望
も

う
と
も
、
決
し
て
得
ら
れ
な
い
も
の

だ
。
今
年
、
水
質
日
本
一
に
な
っ
た

仁
淀
川
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
紹
介
し
て
い
た
が
、
一
人
の

人
間
が
形
づ
く
ら
れ
る
ま
で
に
使
わ

れ
る
大
自
然
を
含
む
環
境
が
、
四
国

と
大
都
会
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
で
は
、
高
知
の
人
た
ち

は
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
誇
り
を

持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
最
近
、
高
知
の
人
た
ち
が
、

都
会
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
こ
と

が
あ
る
。
「
高
知
は
、
も
う
過
疎
の

地
で
す
か
ら
」
「
県
外
の
人
は
活
気

が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
」
―
―
そ
ん

な
言
葉
を
帰
高
し
た
時
に
よ
く
耳
に

す
る
。
私
は
、
そ
れ
を
言
う
な
ら
、

「
都
会
の
人
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
で
大
変
で
す
ね
」
「
夏

は
太
陽
の
照
り
返
し
や
空
調
機
の
熱

で
地
獄
で
し
ょ
う
。
お
気
の
毒
で
す
」

だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
弱
気
な
言
葉

を
聞
く
度
に
、
本
来
の
土
佐
人
は
ど

う
し
た
と
、
私
は
腹
立
た
し
く
て
な

ら
な
い
。

端
的
な
例
と
し
て
、
高
校
野
球
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

い
ま
高
校
野
球
の
フ
ァ
ン
に
高
知

と
神
奈
川
と
野
球
は
ど
っ
ち
が
強
い
？

と
聞
い
て
み
た
ら
、
十
人
が
十
人
、

「
神
奈
川
が
強
い
」
と
答
え
る
だ
ろ

う
。し

か
し
、
私
が
高
知
に
い
る
頃
は
、

ま
っ
た
く
逆
だ
っ
た
。
高
知
代
表
と

神
奈
川
代
表
が
対
戦
す
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
私
は
、
「
あ
あ
、
神
奈
川
も

ク
ジ
運
が
悪
い
な
あ
」
と
同
情
し
た

も
の
だ
。
私
は
、
高
知
が
神
奈
川
に

負
け
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
と
思
っ

て
い
た
か
ら
だ
。
事
実
、
平
成
が
始

ま
る
ま
で
に
、
両
県
代
表
は
、
甲
子

園
で
６
度
の
直
接
対
決
が
あ
っ
た
が
、

戦
績
は
、
高
知
県
の
６
勝
０
敗
で
あ

る
。当

然
、
当
時
の
高
知
県
は
、
甲
子

園
の
勝
率
が
全
国
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン

を
誇
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
自
信
を
失
っ
て
い
っ

た
高
知
県
は
、
高
校
野
球
で
も
戦
績

が
低
落
の
一
途
を
辿
っ
た
。
ち
な
み

に
平
成
以
降
の
高
知
代
表
対
神
奈
川

代
表
の
直
接
対
決
は
、
高
知
の
１
勝

５
敗
で
あ
る
。

な
ぜ
、
高
知
は
自
信
を
失
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
野
球
ま
で
弱
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
高
知
県
が
自
分
た
ち
の
恵

ま
れ
た
「
環
境
」
と
「
歴
史
」
を
自

覚
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
う
。
高
知
に
は
、
都
会
に
は
な
い

誇
る
べ
き
美
し
い
山
河
が
あ
り
、
そ

こ
で
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
『
人
間
力
』

が
あ
る
は
ず
だ
。
高
知
を
は
じ
め
四

国
野
球
の
原
点
は
、
そ
の
環
境
に
支

え
ら
れ
た
「
粘
り
」
と
「
根
性
」
、

そ
し
て
「
し
た
た
か
さ
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
四
国
の
風
土
が
育
ん
だ

独
特
の
身
体
能
力
と
野
球
セ
ン
ス
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
だ
が
今
、
高
知
の
球
児

た
ち
は
科
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

だ
都
会
の
球
児
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
土
佐
の
自
然
の
恵
み
を
忘

れ
、
創
意
工
夫
を
怠
り
、
全
国
一
を

誇
っ
た
先
人
の
努
力
や
歴
史
を
軽
ん

じ
て
き
た
ツ
ケ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

高
知
に
は
、
野
球
に
限
ら
ず
、
今

こ
そ
「
原
点
」
を
思
い
出
し
て
欲
し

い
と
思
う
。
過
疎
も
結
構
、
高
齢
化

も
結
構
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
こ

の
温
暖
な
気
候
と
自
然
環
境
を
前
面

に
押
し
出
し
て
、
全
国
に
「
老
後
の

生
活
を
土
佐
で
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
高
知
に
全
国
の

老
人
を
呼
び
寄
せ
れ
ば
い
い
で
は
な

い
か
。
富
裕
な
老
人
が
集
ま
り
、
高

齢
化
対
策
の
国
費
も
投
入
さ
れ
、
そ

れ
で
雇
用
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

要
は
、
発
想
の
転
換
だ
。
都
会
に

は
な
い
も
の
を
故
郷
土
佐
は
、
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
自

覚
し
て
、
反
転
攻
勢
に
出
れ
ば
い
い
。

そ
し
て
な
に
よ
り
自
信
を
取
り
戻
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
高
知
が
自
分

た
ち
の
原
点
を
思
い
出
し
た
時
、
あ

の
幕
末
・
明
治
維
新
の
時
の
よ
う
に
、

再
び
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
時
代
が
来

る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
母
校
土
佐
に

も
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
私
は
、
そ
ん

な
こ
と
を
夢
見
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。
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「
故
郷
土
佐
」
を
出
て
三
十
余
年

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

門

田

隆

将
（
53
回

門
脇

護
）

【
略
歴
】
安
芸
市
出
身
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
新
潮
社

に
入
社
。
週
刊
新
潮
編
集
部
の
記
者
、
デ
ス
ク
を
経
て
、
２
０
０

８
年
に
独
立
。
政
治
、
歴
史
、
司
法
、
事
件
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
執
筆
中
。
２
０
１
０
年
『
こ
の
命
、
義
に
捧
ぐ
』
（
集
英
社
）

で
第

19
回
山
本
七
平
賞
を
受
賞
。
主
な
著
書
に
『
裁
判
官
が
日
本
を
滅
ぼ
す
』

『
な
ぜ
君
は
絶
望
と
闘
え
た
の
か
』
（
以
上
新
潮
社
）
『
甲
子
園
へ
の
遺
言
』

（
講
談
社
）
『
康
子
十
九
歳

戦
渦
の
日
記
』
（
文
藝
春
秋
）
、
『
太
平
洋
戦
争

最
後
の
証
言
』
第
一
部
～
第
三
部
（
小
学
館
）
な
ど
が
あ
る
。



◇
編
集
長
交
代
後
の
二
号
目
を
何

と
か
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
、
編
集
委
員
一
同
の
協
力

の
賜
物
で
す
。
出
版
レ
ー
ダ
ー
は
、

単
行
本
の
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ

の
ペ
ー
ジ
を
長
年
担
当
し
て
い
る
ヤ

ン
グ
マ
マ
遠
藤
瑞
枝
さ
ん
（
67
回
）

に
育
児
の
中
で
の
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
は
ち
き
ん
会
の
記

事
は
、
中
平
公
美
子
さ
ん
（
59
回
）
、

宮
崎
晶
子
さ
ん

（
67
回
）
が
、
紙

面
構
成
、
見
出
し
も
含
め
担
当
。
全

体
の
紙
面
構
成
は
工
房
長
と
し
て
勝

田
千
砂
さ
ん
（
72
回
）
が
大
奮
闘
。

仕
事
に
遊
び
に
「
筆
山
」
に
と
躍
動

す
る
若
い
力
に
感
謝
。
◇
高
知
へ
の

熱
い
思
い
を
綴
る
門
田
隆
将

（
53

回
門
脇
護

）
さ
ん
の
新
刊
『
尾
根

の
か
な
た
に

父
と
息
子
の
日
航
機

墜
落
事
故
』
は

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
化
さ

れ
、
こ
の

10
月
に
放
映
さ
れ
た
ば

か
り
で
す
。

（
Ｎ
）
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我
ら

44
回
生
の
仲
間
が
集
ま
り

飲
む
と
、
決
ま
っ
て
修
学
旅
行
の
時

の
話
で
盛
り
上
が
る
。
甲
子
園
球
児

だ
っ
た
彼
は
い
つ
も
口
に
す
る
。

「
俺
ぁ
行
っ
て
な
い
も
ん
に
ゃ
あ
」

と
。
当
時
確
か
に
野
球
部
員
は
高
校

の
修
学
旅
行
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

い
や
、
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
な

い
。
な
ら
ば
彼
を
連
れ
て
、
あ
の
修

学
旅
行
地
を
訪
ね
て
み
よ
う
と
思
い

た
っ
た
の
だ
。

ま
ず
は
我
々
の
修
学
旅
行
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
知
り
た
い
旨
を
母
校
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
懐
か
し
い
ガ

リ
版
刷
り
の
行
程
表
の
コ
ピ
ー
を
早

速
に
送
っ
て
頂
け
た
。
旅
行
中
飲
酒

で
の
停
学
処
分
者
の
リ
ス
ト
も
一
緒

に
と
お
願
い
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
や

ん
わ
り
と
断
ら
れ
ま
し
た
け
ど
ね
。

昭
和

42
年

10
月

31
日
夕
刻
、
高

知
駅
を
二
班
に
分
か
れ
て
出
発
し
、

宇
高
連
絡
船
か
ら
夜
行
列
車
は
東
へ

と
。
た
ま
る
か
、
あ
の
時
の
情
景
が

蘇
っ
て
き
た
。
往
時
の
旅
館
や
食
堂

は
、
名
前
を
変
え
た
り
廃
業
し
た
り

と
時
の
流
れ
を
感
じ
て
し
ま
う
。
日

取
り
を
決
め
、
声
を
掛
け
合
い
、
平

成

17
年

10
月
い
よ
い
よ

38
年
振
り

の
修
学
旅
行
へ
と
出
発
し
た
。

わ
ざ
わ
ざ
高
知
か
ら
駆
け
つ
け
た

者
も
含
め
て

15
名
が
新
宿
駅
に
集

合
し
た
。
卒
業
以
来
の
御
対
面
も
あ

り
、
マ
ド
ン
ナ
達
も
す
っ
か
り
様
変

わ
り
。
「
あ
い
た
ぁ
誰
や
っ
た
か
に
ゃ

あ
？
」
と
顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い

ま
ま
車
中
へ
。
箱
根
に
向
か
う
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
で
す
ぐ
に
酒
盛
り
が
始
ま
っ

た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
か
。
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
、
遊
覧
船
を
楽
し

み
、
皆
の
顔
が
昔
に
返
っ
て
ゆ
く
。

あ
の
頃
の
ま
ん
ま
に
戻
っ
て
ゆ
く
。

互
い
に
前
も
隠
さ
ず
湯
に
浸
か
り
、

先
生
方
の
見
廻
り
も
無
い
故
、
時
の

経
つ
の
も
忘
れ
て
語
り
明
か
し
た
。

以
来
、
行
き
先
を
変
え
何
度
か
修
学

旅
行
を
敢
行
し
て
い
る
。

今
年
は

10
月
末
に
、
初
老
の
男

女
が
浅
草
か
ら
日
光
に
向
か
っ
た
。

東
照
宮
や
輪
王
寺
で
は
、
土
佐
高
生

ら
し
く
礼
儀
正
し
く
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
お
話
し
を
聞
く
。
甲
子
園
球
児
は

「
俺
ぁ
日
光
へ
初
め
て
来
た
ぞ
」
な

ど
と
嬉
し
い
ウ
ソ
を
つ
く
。
夜
は
鬼

怒
川
温
泉
で
宴
会
だ
。
実
は
、
飲
酒

停
学
事
件
は
こ
の
日
光
で
の
出
来
事
。

い
わ
ば
因
縁
、
怨
念
の
地
な
の
だ
。

私
を
含
め
前
科
者
た
ち
は
、
こ
こ
は

仕
返
し
と
ば
か
り
に
盃
を
あ
お
る
。

「
お
い
っ
、
三
枝
が
来
る
ぞ
ぉ
、
見

つ
か
る
ぞ
」
「
か
ま
う
か
、
来
て
み

い
」
「
お
っ
と
、
永
野
の
お
ん
ち
ゃ

ん
に
も
呑
ま
い
ち
ゃ
ら
な
あ
い
か
ん
」

「
そ
り
ゃ
ぁ
酒
が
足
り
る
か
や
、
あ
？
」

（
敬
称
略
）

み
ん
な
元
気
で
こ
の
旅
が
続
く
事

を
願
っ
て
い
る
。
同
じ
笑
い
で
肩
を

寄
せ
、
同
じ
話
で
目
が
潤
む
。
共
に

土
佐
に
学
ん
だ
喜
び
に
浸
り
つ
つ
、

夜
が
更
け
る
。

修学旅行

FOREVER
國澤 義明

（44回Ｏホーム）

被写体の姿は変われども変わらぬ姿の東照宮

水戸から馳せ参じた医師のオートバイとともに

真ん中筆者、向かって左：元甲子

園球児、右：元トロンボーン少年

11回 上野誠朗 Ｈ24.2.28
17回 國則一夫 Ｈ23.12.31
26回 芝ニ美夫 Ｈ24.8.13
38回 谷川 忠 Ｈ24.2.27
39回 松井禧秀 Ｈ24.2.9

（以上関東支部管内、敬称略）

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す



鍋島高明(30回生)
●人はみな相場師 勝つ
ための法則 <2012.07
\1,785 河出書房新社>

相場に賭ける気持ちは人類
共通。樋口一葉をはじめ多
くの有名人が相場に一攫千
金の夢を見ていた。伝説の
相場師、先哲に学ぶ勝利の
方程式！上昇に転ずるため
の先人の知恵満載。
(河出書房新社HPより転載)

尾池和夫(34回生)
●四季の地球科学：日本
列島の時空を歩く
<2012.07 \798 岩波書店>
地震と噴火は日本列島を生
み出し、今も刻々とその相
貌を変えている。気候変動
が進行する現代に、四季の
変化をもたらす天の運行、
大地の動き、生態系の成立
ちを考えてみよう。大地の
生い立ちを現場で学ぶ、日
本と世界のジオパークも紹
介。日本列島が生まれ育っ
た数億年の時空を歩き、各
地に提供される恵みととも
に愉しむ。
（岩波書店HPより転載）

塩田潮(40回生)
●国家の危機と首相の決
断 <2012.07 \903 角川
マガジンズ>
「国難」への対応が遅いの
には理由がある。平時でも
「リーダーシップがない」
と言われる日本のトップが
「国家の危機」が起こった
際、どんな決断をしたのか。
首相の資質、政府・官邸の
危機対応を検証する。
（角川書店HPより転載）

西村繁男(40回生)
●あいうえおのえほん <
2012.10 \1,365 童心社>
黒鉄ヒロシ(41回生)

●新・信長記 <2012.10
\1,260 PHP研究所>
織田信長と同時代を生きた
人物たちにまつわる新説・
珍説をふんだんに盛り込み、
戦国の世を立体的に描く。
黒鉄歴画で信長時代を遊ぶ！
（PHP研究所HPより転載）

●新・信長記 天 <2012.
09 \1,260 PHP研究所>
森崎初男(41回生)

●現代計量経済学
<2012.09 \3,675 シーエー
ピー出版>
高山宏(42回生)

●ノンセンスの領域 (高
山宏セレクション〈異貌
の人文学〉) <2012.10
\6,090 白水社>
キャロル作品の分析を通し
て、ノンセンスとはでたら
めな転倒ではなく、理性に
より導かれた世界であるこ
とを解き、近代批判を展開
する。新論考と新解説を追
加した、待望の復刊
（白水社HPより転載）

山中令士(47回生)
●下町情緒を活かしたま
ちづくり <2012.07
\1,300 同友館出版>

門脇護(53回生)
(ペンネーム 門田隆将)
●尾根のかなたに 父と
息子の日航機墜落事故
<2012.09 ￥700 小学館
文庫>
●死の淵を見た男 吉田

昌郎と福島第一原発の五
〇〇日 <2012.11
￥1,700 PHP研究所>
英保未来(54回生)

（ペンネーム 大森望 ）
●新編 SF翻訳講座<2012.
10 ￥893 河出文庫>
ＳＦを中心に、翻訳商売三
十年。その実践的な翻訳技
術からＳＦ業界の裏話まで
を軽妙に披露する名エッセ
イ集。岸本佐知子・豊崎由
美との鼎談、恩田陸との対
談ほかを新規に収録。
（河出書房新社HPより転載）

●ブラックアウト（翻訳）
<2012.08 \2,520 早川書
房>
第二次大戦下のイギリスで、
百貨店の売り子や米国人記
者、郊外の屋敷のメイドに
変装した史学生三人は、思
いもよらぬ事件にまきこま
れてしまう！ヒューゴー賞
・ネビュラ賞・ローカス賞
の三賞を受賞した、人気作
家ウィリスの大作。
（早川書房HPより転載）

●文学賞メッタ斬り！
ファイナル <2012.08
\1,680 PARCO出版>
文学賞をエンタテインメン
トに仕立て上げた「文学賞
メッタ斬り! 」がついにファ
イナル! 長年（一方的に）
ライバル関係にあった石原
選考委員の辞任を受けての
「さらば、石原慎太郎! 」。

●沈黙のエクリプス 上
<2012.07 \840 早川書房>
アカデミー賞監督ギレルモ
・デル・トロ（『パンズ・
ラビリンス』、『ブレイド

２』）が贈る究極のエンター
テインメント〈ストレイン〉
三部作、始動！ 着陸直後、
沈黙したボーイング777。
機内に突入したレスキュー
隊員が見たものは！？
（早川書房HPより転載）

●沈黙のエクリプス 下
<2012.07 \840 早川書房>
森岡浩(55回生)

●ルーツがわかる名字の
事典 <2012.10 \3,360
大月書店>
●なんでもわかる日本人
の名字 <2012.08 \756
朝日新聞出版>
姓氏研究の第一人者が「名
字の種類とルーツ」など基
本的な知識から、都道府県
別の名字ランキングや「幽
霊名字の謎」など、マニアッ
クな情報までを分かりやす
く解説。これ一冊で日本人
の名字のすべてが分かる！
（朝日新聞出版HPより転載）

●日本名門・名家大辞典
<2012.09 \8,925 東京堂
出版>
江戸時代を中心に戦国時代
から明治にかけて、日本の
名門・名家と呼ばれる1,000
家を収録。
（東京堂出版HPより転載）

●山本さんのルーツ
<2012.09 \840 ジェイ・
アプリケーション>
●小林さんのルーツ
<2012.09 \840 ジェイ・
アプリケーション>
熊澤典良(61回生)

●はじめての現代制御理
論 (KS理工学専門書)
<2012.09￥2,700講談社>
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あいうえおのえほん
文： 内田 麟太郎

絵： 西村 繁男

「あまがえる あめより あめの
あまやどり」「むしばの むささび

むりして むし かむ」といった
調子で言葉を組み合わせて、あり
えない世界を表現した文章。それ
に西村さんの絵がつくと、こっけ
いで、思わずくすっと笑ってしまうけど、まったく
違和感なく読めてしまいます。「あ」から「ん」ま
で、奇想天外な場面が次々と登場して、読んでいて
も楽しいですし、絵を見ているだけでも楽しいです。

３歳の息子は言葉の面白さはあまり理解できては
ないようですが、おかしな絵がページいっぱいにあ
ふれているので読むたびに新しい発見があるようで
す。カニの絵を見て「カニさんちょきちょき」と言
いながらチョキの指で私の髪を切る真似をしたり、
「おばけ怖いね～」と怖そうな声でいいながらも必
ずおばけの絵のページをめくりたがります。

私は2009年11月に長男を出産し、
子供が１歳半の時に職場である国
立大学の図書館に復帰しました。

保育園にお迎えに行き、夕食を
作り、お風呂に入って洗濯物を干
して９時半に寝かしつけと、仕事
以上に焦らされている感はありま
す。何をするにも時間がかかって
しまいます。服を着るにも、１枚

着せるごとに追いかけている状態。育児書に従い
「早くしなさい」とはなるべく言わないようにして
いますが、０回にすることは到底無理です。そう開
き直っていたら最近は子供に「早くして！」と言わ
れる始末｡

子供と穏やかに時間をすごすために勤務時間を少
なくしてもらってはいますが、その分仕事は山積み
になり、それを片付けるために仕事に熱中すると子
供との時間が少なくなり子供は不機嫌になることも
あり、バランスをとることの難しさを感じています。
仕事・家事・育児、もっといいやり方があるのでは
と模索する毎日です。

私の一冊 67回生 遠藤瑞枝（出版レーダー担当）


